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岩手県で発見されたイワギク八倍体とその進化史的意味

中田政司1) ･熊谷明彦211

1)富山県中央植物園　〒939-2713　富山県婦負郡婦中町上野EH42

2りヒヒ市立博物館　〒024-0043　北ヒ市立花14-59

0ctoploid Cytotype of Dendranthema zawadskii (Asteraceae)

Found in lwate Prefecture

and its Implications in Evolutional History

Masashi Nakatal) & Akihiko Kumagai2)

l)BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamikutsuwada. Fuchu-machl. Net-gun. Toyama 93912713. Japan

2)Kltakaml Clty Museum.

14-59 Tachibana. KltakamiCity. Iwate 024-0043. Japan

Abstract : Cytological studies were made on Dendra,7[hema zawadskit'and D arc(LCL"ll

ssp. muekawanum collected ln northeastern lwate Prefecture･ Besldes the hexaplold

(2n-54) of D.二at.･adsktE reported prev10uSly (Shlmizu 1958), Octoploid (2n=

72) cytotype was newly found in limestone areas in KuJI City and lwalZumi-cho

Dend,anthema a,cllCum SSp. maekawanum was confLrmed to be decaploid with 2n=90

and the aneuploid Individuals wlth 2n-88. 89･ 91 and 92 were also observed in

high frequency (36. 70/. )A The populations of octoploid D･ zawadskLL located interme-

dlate altltudes (60-180mJ between those of the hexaploid D･ zawadskLE and the

coastal D a,cl,cLLm SSP. maekawanum･ The leaves of the octoploid D･ =awadskLLalS')

sh｡Wed intermediate features between them. It can be considerable that D ur(lLCum

ssp. maekawantLm is one of the D ZaWadskLL COmplex･ and the octoplold D ･7aWad､kLL

might have been derived by hybrldlZation between hexaplold DI ZaWadskEE and deca-

ploid D. arcTLCum SSp. mlLekuwanum throughthe polyplold speciation of this group as
assumed ln the case of D. ,,ccldentalEjaPOneがe ( 6Ⅹ). D. ornaTum ( 8Ⅹ) and D･ cr`nI

sum (lox). It is also probable that the aneuploidyfound in the D･ arcttcum ssp mtLek'-

awanum was caused by secondary hybridization between octoploid D･ ZaWELdLlkEE and

D arctEIcum ssp. mLZekElwELnum.

Key words : chromosome number. Dendranthema Za-tyadskEEI D arclECum SSp･ mELek-

awanum. geographic distribution. polyplold complex

ィヮギクDend,anlhema ZaWadSk,, (Herb.)　　いて形態の変異が著しく､分類群の見解に研

Tzv｡L.は分布が広い上に倍数性が知られて　　　究者間で大きな相違がみられる(北村
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1967)｡北村(1981)に従うと､日本には､

柴の裂片が羽状に探裂し各地に隔離分布する

狭義のイワギク型､菜の切れ込みが浅く九州

に分布する型(かつてチョウセンノギクvar.

lal'zobum Kitam　とされた)､北海道の口本

海岸にある葉の厚い型(かつてピレオギクD

weyrtchL'L (Maxim.) Tzvel.､エゾノソナレギ

クD. lllTorale (Maek.) Tzvel　とされた)

があって多様であり､染色体数でも､前二者

は2n-54の六倍体であるのに対し(ShimlZu

1961),後者は2m-71 (西川1986)､ 2n

-72 (中田他1987)の八倍体である｡また､

清水(1958)が指摘しているように､コハマギ

クD arcltcum (L.) Tzvel. ssp maekaw,amLr'Z

Kitam. (2n-90)をイワギク群の一つと考

えると､イワギク群は十倍体を含むことにな

り､ノジギク群と同様､細胞学的にも多様な

群になる｡

岩手県東北部の石灰岩地帯にイワギクが産

することは清水(1958)がすでに報告してお

り､岩泉町安家一帯にイワギク型が､岩泉町

宇霊羅山一帯にチョウセンノギク型があって

r山1着はほほすみ分け､染色体数はともに2n

-54の六倍体であるとされている｡また､菊

池(政雄)氏私信として､久慈市大川目付近

にも両方の型が産することが記されている｡

今回､岩手県東北部に新しいイワギクの産

地が見つかったことから改めてこの地域のイ

ワギクの細胞地理を調査した結果､六倍体の

ほかに八倍体の個体群が存在することが明ら

かになった｡イワギクとの関係が指摘されて

いるコハマギクについても染色体数の調査を

4rなったところ､岩手県北部の個体には異数

体が高頻度に観察されるという興味ある知見

が得られたので併せて報告し､このイワギク

八倍体の起源について考察してみたい｡

材料および方法

現地調査は1995年と1996年に､開花期の10

No.4

月に行った｡調査に際しては次の方々のご協

力をいただいた｡北上市立博物館専任研究員

須川直義氏､同　武田宗夫氏､放心商事株式

会社仙台営業所中山勝彦氏､岩手県教育委員

会､北上市企画調整部､北上市立博物館､久

慈市教育委員会､遠野市教育委員会､遠野市

立博物館､岩泉町教育委員会｡また､陸中海

岸国立公園特別地域内におけるコハマギクの

調査にあたっては､採取許可(岩手県指令自

第390号)をいただいた｡標本の閲覧につい

ては､岩手県立博物館大平昌次氏にお世話に

なった｡記して謝意を表したい｡

染色体の観察は根端分裂組織を用い､現地

処理法(中田1989)または栽培個体を用い

て行った｡前処理､固定､染色方法は既報と

同様である(中田･竹内1998)｡花粉稔性は

おし葉標本から採取した花粉を試料とし､ラ

クトフェノールーコノトンブルー染色により

濃青染されたものを稔性と判定した｡

証拠標本の個体番号は付録にリストアノブ

したC

結果および考察

イワギクおよびコハマギクの採集地と染色

体数､花粉稔性をTablelに示した｡また､

Fig. 1には､採集地と､個体群の代表的な菜

の形態を示したo

1.イワギクの分布と染色体数

イワギクは2n-54の六倍体(Fig. 2B)と

2n-72の八倍体(Fig. 2F)の個体群があ

り､前者は安家に､後者は久慈市と岩泉町の
一部にみられた(Fig. 3)0両倍数体とも

に､ lE規の染色体数±1の異数体

(Figs. 2A, 2C, 2E&2G)が観察され､そ

の確度は六倍体で27%､八倍体では10%で

あった｡今回､久慈市と岩泉町の数箇所で新

しい自生地が確認されたが､基本的には清水

(1958)や岩手県植物誌(1970)に挙げられ

た産地の近くであり､石灰岩地に限られてい
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March 1999　　　　　　　　　　　　小li] ･熊7手･岩手県のイワキク

る(fif県の地矧.i(i-博物館版- (1990)に

よる)o　イワギクの八倍体はこれまで韓国済

川島(Lee 1969)や北海道の日本海岸(北村

1967)から知られているが､今回の調査に

よって岩手県東北部にも虐することが明らか

になったo　済川島の八倍体は葉が二回羽状に

細裂して質が厚いもので､李(1996)は韓国

のイワギク群を細分した中でChlγ5anthemLLm

=uwtLdskE'E'Herb ssp LOreanum (Nakai) Y.

Lee (サイシュウイワギク)としている｡一

方,北海道の海岸のものも柴が二回羽状探-

中裂して質が厚く､かつてはピレオギク､エ

ゾノソナレギクとされたものである(北村

1967)o　今LuJ発見された八倍体は､後述する

ように葉の切れ込みが浅く質が薄いもので､

これまで報告された八倍体とは異なる形態的

特徴を持っているo

清水(1958)は安家と岩泉町宇霊羅山のイ

ワギクを観察し､それぞれ染色体数2n-54

(六倍体)を算定している｡安家のイワギク

については清水(1958)の結果と一致した

が､宇霊羅山から4kmしか離れていない岩

泉町鉄山およびその近くで我々が採集したイ

ワギクは八倍体であった｡注目したいのは鉄

山の八倍体個体群中に2m-81 (Fig. 2H)の

九倍体が1個体発見されたことで､これは八

倍体イワギクと､近縁のコハマギクとの交雑

によって､または六倍体イワキク間の交雑で

滅数配偶子と非減数配偶子の組合わせによっ

て生じる可能性がある｡八倍体個体群中にこ

の九倍体が生じていることから後者の場合は

考えにくく､またキク属植物の送粉昆虫であ

るハナアブ頬､ハエ頬(中田･竹内1998)

が海岸のコハマギク個体群までの十数kmを

塀繁に往来しているとも考えにくいことか

ら,鉄山の近くに十倍体が存在することが示

唆される｡手芸羅山からは壕小なコハマギク

(C. Jle=〃elue Maekawaとして)が報告されて

いるが(Nagaml 1956)､この報告では｢岩

泉から海岸の小本までの小本川に面した崖に

連続してコハマギクが観察される｣と述べら

れていることから､ r勺陸のものはコハマギク

ではなく現在のイワギクであったnJ-能性がll:.I;

いC　とすると､宇志羅山を含む軍規･LrTl･には

六､八､十倍体のイワキクが存在している=｣

能性があり､染色体数についての再調査が必

要である｡また久慈Fh-Lll枇町のイワギクノUl.'7.A

体個体群中では2n-63の七倍体(Fig　2D)

が発見されているが､これは八倍体と六肺体

との交雑によって生じると考えられることか

ら､久慈市周辺に六倍体イワギクが存在して

いる可能性もあるoいずれにしても岩手Lr,7.潔

北部の石灰岩地帯のイワギクについてさらに

詳細な細胞地理学的調査が必要である(〕

花粉稔性は､六倍体が82.7±11.6 %で

あったのに対し､八倍体は6箇所の平均で

91.3%､全体の75%にあたる26個体が稔性

90%以上と高い稔性を示した｡イワギクの[11

で60%代の低い稔性を示した3個体は2n

-54の正六倍体または2n-72の正八倍体で

あった｡逆に異数体であっても99%以l二の稔

性を示すものがあることから､花粉稔性とfた

色体数(異数性)との相関はないと判断され

た｡

2.コハマギクの染色体数

Fig lに示されているコハマギクの産地は

染色体数の算定のために採集した場所であっ

て､実際には海岸一帯に連続的に分布してお

り個体数も多いo調査した5薩地から無作鵜

に選んだ30個体のコハマギクのうち19個体が

2n-90の十倍体(Flg. 4C)であったが､ ll

個体は2n-88から2n-92までの異数体で

あった(Figs.4A,4B,4D&4E)｡全体

で異数体の割合は36.7%に達し､しかも発

ての産地に高い確度(20-6O%)で異数体が

観察された｡これは個体群中の1′′3以卜が

異数体という異常な結果である｡コハマギク

の体細胞染色体数は2n-90と算riiされてい

るが(西川1986.中田他1987)､個体群レベ

ルでの観察は少ない｡戸別l卜′ト林(1989)が
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=72 (('ctoplold)･ G　2n-73･ fi 2n-81 (nonaplold). Bar indicates IOpm.
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二ィr

Flg. 3　DendraJ7Thema zawadskll. Left Hexaploid in Akka (Nakata 16095)

Right : Octoploid in Iwaizumi-eho (Nakata 16080).
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3ヾナ

:肇艶,寒番E　- ･■■■

Fliir･ 4　Somatic metaphase chromosomes of DendranThema arcTLCum SSp n'(LekLJW(Il

ttum･ A･ 2n=88. B: 2n-89, C: 2n-90 (decaploid). D: 2n-91. E. 2m-92. Bar

illdicates lOpm.

北海道JilF:コハマギクについて6筒所から3 -

4個体ずつ淡色体を観祭した結果では20個体

1号てでzJ:_常な2n-90であったことから､異

数作がコハマギクの分布域全てに高確度で見

られるというわけではなさそうである｡

コハマギクにおける異数体の存在を考察す

る卜で､トト米他(1968)のキイシオギクβ

～/lIWJglkLL (Kitam.) Kltam. var Am()kLLnEenSe

(Shin()1°mai el Kitam ) Kltam　に関する

榊究は,JJr,2(J(]である_　キイシオギクは_･浦､

抑炊‖JILI,)lJ.I.のLfLJiL, (紀伊､l'--I.I,'5)にク川fしてお

り､ T'.ltz..J"ill.㌔ r■::Jj:tJL,J,〔の人Ii'-I f''-Ill.1-に/JJLイFける八

倍体種シオギクD　-/7EWOgEkLI (Kitam ) Kl-

tam. var. shLWOgEkuと､ T柴蚊から静剛t.],-ま

での太平洋岸に分布するl･僧体稗イソギクD.

pa(tjfctLm (Nakai) Kitam　との申F門川()な形

態を示すC 237個体の分布､染色体数を調べ

た結果､キイシオギクと呼ばれている分析封

には八倍体(2m-72)と卜倍体(2n-90)

とがあり､両者は地坪分布を輿にし､前者は

紀伊半島西南部､後者は如拙輔から.i滞こ1'-ll:古

にかけて分布すること､両倍数体肝は､ノU,tzJ.

体で2n-71のil･!=致体を30%､日,･川､では

2n-86 -94までのtr'ほ女体を420/oと,I.',･朔l度に(,I
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むこと､特に両群の分布の揺する潮岬付近で

は2n-71-80にかけての広い染色体数の変

異を含む個体群が生じていることなどが明ら

かになり､外部形態も考慮すると､八倍体の

実体はシオギク､十倍体はイソギクであっ

て､両種の移入交雑によって現在のキイシオ

ギクができたと推定されている｡岩手県東北

部のイワギク八倍体と十倍体であるコハマギ

クとに高頻度の異数体が生じていること､両

分類群が近接して分布すること､また葉の形

態に変異があって次に述べるように海岸のコ

ハマギク個体群中にはイワギク八倍体と似た

ものが見られることなどはキノクニシオギク

の例と共通する現象であり､イワキク八倍体

とコハマギクとの間で移入交雑が起こった結

果であると考えることができる｡

なお､花粉稔性は概して高く､ 5箇所の平

均で94.3%を示し､全体の87%にあたる26

個体が稔惟90%以上であった｡染色体数2n

-91の異数体であっても稔性99%の個体があ

る-一万､ 2m-90の正十倍体で55.6%の低い稔

Fig. 5. A schematic leaf showing five

morphologlCal characters meas-

ured. a: Leaf blade length, b:

Petiole length, C: Leaf blade

width. d: Distance between ln-

cisions, e : Leaf base angle.

Table 2　Comparison of leaf morphology in eight populations of Dendranthema zawadskLL and

D. arctltum SSP maekawanum collected in northeastern Iwate Prefecture

No. of Leafblade/  Incision Leaf shape Leaf base

No. 1) Taxon2∫　Locality plants petiole index index angle

measured　(a′ b) ■　　(d/C) '　　(a/ノC)■　　　(e) ●

1　　Z6　Akka　　　　　　12　　0.78±0.20●暮　0.28±0

6　　Z8　Kakeyama　　　　6　　0.71±0.11　0.57±0.14 1.10±0.17 117.2±19.4

7　　Z8　Sarusawa　　　　6　　　0.76±0.16　0.48±0.16　0.90±0.09 137.8±21.1

8　　　Z8　Shirando　　　　　3　　　0

9　　AM Mukoumach1　　5　　0.98±0.22　0.62±0.19　0.85±0.16 165.1±41.4

11　AM Oojiri　　　　　　5　　0.77±0.15　0.62±0.10　0.74±0.13　214.7±37.4

12　　AM Kuki　　　　　　　5　　0.80±0.24　0.59±0.04　0.80±0.12 161.9±31.6

13　　AM Omoto 10 0.75±0.24　0,68±0.23　0.85±0.16 170.6±25.1

1】 Numbers correspond to those appearing Table 1 and Fig. 1.

2p Taxon: Z6; Dendranlhema Zawadsktt (6Ⅹ), Z8: D. zawadsLl ( 8Ⅹ), AM; D arcltcum ssp.

maeku wanum
● Measured parts are shown ln Fig. 5

…mean±S.d.
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Fig　6　Seatter diagram showing some features ln leaf morphology for Dendra′ト

(hema ZaWadskEE (▲　hexaploid. ●: Octoploid) and D arcTtcum sSp

maeL･att,anum (★) in eight localities in northeastern lwate Prefecture.
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性しかないものもあり､イワギクと同様に花

粉稔仲と染色体数(異数性)との関係は見ら

れなかった｡

3.葉の形態

Flg lに糾lk]体群の代表的な柴をシルエノ

トで′Jiした｡これらは硯地で採取した個体の

標本の一･部である｡安家のイワギク六倍体は

切れ込みが深く､裂片の帽が狭い狭義のイワ

ギクのJr..1!であるC　久慈､岩泉の八倍体は切れ

込みが浅く､捕水(1958)のいう11二葉型で､

TrT'･Ll;I.･植物誌(1970)ではチョウセンノギク

とされているものであるoただし岩泉の個体

群の中にはイワキクとの中間の形態を示すも

のが見られ､清水(1958)が｢宇霊羅山や故

山の一帯では広葉型､安家一帯ではイワキク

1iLLとはぼすみ分けているようであるが､後者

の中に前者との中間型も見出されて厳格な区

別はむずかしい｣とのべている状況は約40年

を緯た硯fl三も変っていない｡また､久慈の個

体群については｢菊池(政雄)氏によれば久

慈付近の大川Hの石灰岸壁には,上部にイワ

ギク､卜部にJi二葉型の両者が共存する｣とし

ているが､今桓=ま下部の調査しか行っておら

ず､その中ではイワキク型は見出されなかっ

た｡ ･方､コハマギクの葉は､イワギク八倍

体の柴から切れ込みがなくなり､幅が広く

なったような形態を示すが､イワギク八倍体

とよく似た形態を示すものも見られた｡

イワキク､コハマギクは生育環境によって

柴の大きさに著しい追いが見られたので､安

家のイワギク六倍体､岩泉のイワギク八倍

体､海岸部のコハマギクの数集団について､

同一条件下で栽培した根出葉についての形態

の比較を行った｡計測した形質はFig. 5のと

おりで､ 1個体につき(1-) 2枚の葉を計

測した｡計測を封云っていただいた上越教育

大学学校教育学部学生の立野朋子氏､富山大

学教育学部学生の川井雅美氏に感謝する｡葉

の形態に関する4つのパラメ-クーとして､

柴身一葉柄比(a b)､葉の切れ込みの程度(切

ll

れ込み指数)(d/C)､柴の紺kさの朴I立(葉

形指数) (a/e)を求め､柴底の仲立(e)とと

もにTable　2に示した｡個体数が限られてい

るため統言1的な比較は71-えないが､仰向とし

て､イワキクの八倍体は､葉の切れ込みの程

度､葉形指数､菜底の角度においてイワギク

六倍休とコハマギクの中間の形態を示した｡

Fig. 6は､縦軸に柔底の角度(e)､横軸に切

れ込み指数(d/C)をとって計測した各分類

群の柴をプロノトしたものであるC　イワキク

の六倍体と八倍体とは葉底の角度では1朋りで

きないが､切れ込み指数ではかなりの差がみ

られる一､コハマギクはイワキクに比べて変災

が大きく､イワギク六倍体とはこく一一部でし

か重ならないが､イワギク八倍体とは共通す

る特徴がみられる｡これも移入交雑によって

生じたものかもしれない0

4.イワギク八倍体の起源
一般的な倍数体の生成メカニスムを考慮す

ると､イワギク八倍体がこの地域にn/f二して

いる六倍体たけから生じたとは考えられな

い｡現在は絶滅してしまったであろう二倍体

あるいは四倍体から染色体数の倍加によって

生じたか､六倍体と卜倍体との交椎によって

生じた､と考えるのが安当である｡八倍体が

安家のイワギク六倍体と海岸のコハマギクの

中間的な葉の形態を示し､地理的･ r･.I.7f知りに

も中間の場所に見られることなどの状況は1'麦

者を支持しているが､前者の可能性も否定す

ることはできない｡

ここで問題になるのはコハマギクの起源で

あるo　コハマギクは北方系のナシマコハマギ

クD. arcttcLLm L.の南の亜種と位U芯1.付けられ

ているが､これはナシマコハマギクが北､｣'.-球

北部の北の海岸に､イワキクがそれより南の

内陸に分布するという分布1-.の違いに(/-_脚し

ており､両者の形態1二のJz(こ別は難しいとされ

ている(北村1967)C頭花の大きさ､総屯､

給電片の形は似ており､小花や椎丁一について

も決定的な違いはなく､葉の形態はどちらも
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変)L与が人きいとされる(北村1967)o Lた

がって､コハマキクを､イワギクの北方の海

/-.七における　一Jtu.とする考えも成立するC実

i;,9,号､ tll-)/Jく(19581は,岩手県におけるイワギ

クにl追】して｢イrJギク群とコハマギク群を同

･相とみて､前者を内陸､後者を海浜に生じ

た′卜.態JEUとして､染色体数のちがいを生育地

による倍数性の相違と解釈する考え方も成り

;I_つ｣と指摘しており､西川･小林(1989)

も､北柏迫のナシマコハマギクとコハマギク

を比較し､ナシマコハマギクが周北極地方に
/Jナ布し2n-18の　二倍体でコハマギクより早

く8JH'旬から9月初旬に開花するのに対

し､コハマキクは2n-90の十倍体で9月中

iUから10JJ HIJに開花し､北海道以南茨城県

まで'JJkイI)することなどから､北海道へはナシ

マコハマギクが北から､コハマギクが南から

分イ目して来たもので両者は別の系統に属する

と考え､コハマキクがイワキクの系統である

ことを示唆している｡

日本をfLTむ東アジアのイワギクの細胞地理

については､これまでに次のようなことが明

らかになっている〕日本産のイワギクは､ 11｣

地に.[.J∴々と柁付する;I;)状葉型(狭義のイワギ

ク刊)も低地に比られる広葉型(チョウセン

ノギクJWT)も六倍体であるが(Shimizu

1961)､北細道の日本海岸に産する型(ピレ

オギク､エソノソナレギク)は八倍体である

(仰ll 1986. ■=什旭1987)｡朝鮮半島南部で

は.j;J状射てFl､ l]､射た'Jそれぞれに四倍体と六倍

体がlt二イl-し､さらに;J;]状柴型の八倍体が存在

する(Lee 1969) ;];),状柴型では六倍体が標高

lOOOm以r_の日日也に広く分布し､凹倍体は欝

佐山からのみHLl録されている｡広葉型は円債

休､ /r､付,1本ともにf,LT!,L,L.I;500m以Fの低地に広

くzJナイりしているが､ ,L1-倍体の方が分布はIiこ

い､ ;]･1,U､央HLI_の八f汗休のrlJi地は済川島であ

る　申l叶では､ [-E',1;分的なテ-タしか得られて

ないが､イr ･ llJj(1983)の紫花野菊D. =(川.ELt/-

.1人JL (lierb ) Tzvel ､小rlJ菊D oJ･eELlllEEm

N(). 4

(Hance) Lingをイワギクの羽状射町とみな

し､小雛菊D chrLneTLL (Levl) Shlh､傑葉

菊D 'tuiTol7genSe (Nakai) Tzvel.を広柴型

とみなして細胞地理を概観すると､羽状葉型

は六倍体で山地から高山に点在し､ 11こ葉型は

四倍体と六倍体とがあって低地から高山まで

広く分布しており､六倍体が内陣の山地に偏

る傾向がみられる(Nakata et lLl 1992,1994.

Ll eT Etl. 1983)o　イワギク群倍数体の生成に

ついては､六倍体と八倍体はそjtそれlJ_Lli浮体

から生じることが説明でき､卜僧体は四倍体

と六倍体の交雑から生じることが説明できるo

二倍体を親として説明することも叶能だが､

二倍体は文献上の記録(Shlgenaga eX Klta-

mura 1957:蒙古産のChtTSanTlj7emumこaWad-

skLL Herb var. latEl(Jbum (Maxim.) Kitam.

としてn-9)があるだけで､起源を論じる

には空想的になる｡これらから､椀束のイワ

ギク群は中国人陸から朝鮮'F-Bljを締て日本

へ､倍数化を伴いながら分布をTi;ばてきた倍

数性複合体であることが推察され､本州東北

部から北海道にかけて分布するコハマギク

は､イワキク群の倍数体系列の力量後に､また

分布の上でも端に位置しているとみなすこと

ができる｡北海道へは南から分布してきたと

する西川･小林(1989)の説とも矛盾しな

い｡

このような倍数系列の高次化と対).Lこした地

理分布の)1｢叶性は､キク属では本州から南11qJ

諸島にかけてみられるノジギク群(JJL日吉体:

ワカサハマギクDノtLJWmLLuT7 (Makino) Ki-

tam var. nELkEL.1〟elZle (ShlmOtOmai ex Kト

tan) Kitam ､六倍体　ノシギクD ()‖･Jdel1-

1aLEJaIWflefu', (Nakal) Kltam ､八1,1').I-体･サツ

マノキク　D (JmlLTEm7 (Hemsl.) Kitam.､ l･

倍体.オオシマノシキクD (･rlLTl〟J77 (Klt之1m.)

Kltam)にiLJ貞著である(トト米他1956:中日

他19871｡堀rIl他(1996)は九州南部からr.(I

i耶者島におけるノシキク群を調介し､力Lfの七

の状態や分布JモLJ_から八1,;I(休のサツマノキクの
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起織を/'､†zI',体(ノジギク)とIl,洋体(オオシ

マノシキク)との雑種に求める仮説を可能性

の　一つとして提lLliしている｡､ kl拝県のイワギ

クの場(ナも同様に､六倍体一･人僧体一十倍体

という‖1rJ朝川勺な分化でなく網状の分化を起こ

したものと考えられ､州吾体と六倍体との交

柵によ-,てit;に分化していた卜倍休が再び六

1.-r千体と,1経を起こし､それを起源として八倍

体が′トじたと考えることができる｡この十倍

体が袖]1.1-へ山て分布域を拡大したのがコハマ

キクなのであろう｡なお､ Nagami(1956)千

/jh･lzりの染色体数の調査結果から､また､田

中･トト米(1978)も岩手県二戸市からコハ

マギクを批IJしていることから､現在も岩手

I).T.-のTJll鞍部に1僧体が遣存していることが期

1'.zJ-･される,Jこうして八倍体が成立した後､二

次的にコハマギクとの間で交雑が起り､移入

交経によってコハマギクに染色体数の変異が

EE'_じたと考えると､北海道には見られなかっ

たコハマギクの異数体が岩手県東北部で高額

度に鮎'51号されたことの説明がつく｡コハマギ

クたけでなく八倍体や八倍体にも異数体が観

察されるのは､過去に起ったと推定されるイ

ワキク群の機雑な交雑を反映しているからで

あろう｡

分酢邦()には､イワギクを細分して北海道

にピレオキクまたはエゾノソナレギク､九州

にチョウセンノギクを認める立場に立てばこ

のイワキク八倍体は外部形態､染色体数､分

布域などから判断して独立した分類群と考え

ることができる｡硯在のところは多型的なイ

ワキクの小の八倍体サイトタイプの一つとし

ておきたい(またコハマギクについても､ナ

シマコハマギクの租種とするのではなく､西

川･,ト林(1989)のいうように独立種とする

か､イワキクの　一つとして学名を組み替える

妃解も成り:/'っ｡これらを含めたイワギク群

の再検討は将来の課程である｡

I‡之後に､イワギクは国内では石灰岩の山な

どに'tむfl:的に/'jLイr'-するたけの稀な植物で､環

】3

境庁の柏物版レノドリスト(19974lL･)では経

減危倶Ⅲ煩にランクされている,,椎の多様1'l-

の保全という見地からはすべてのt'zll-.地が二[;:

しく重安であることに疑いはないが､ 1'i-T･-Ll.1-

のイワキクは六倍体と八代体のサイトタイプ

を含むという点で特別な,lT:,:味を持つo　レノト

リストはイワギクを細分してピレオギク､

チョウセンノギクを認める比解をとっている

が､先に述べたように､その､tl-_場では今Il欄i

告した八倍体は新分類群としてもよく､ L]淵

範囲や現状から判断すると絶滅危似Ⅰ頬に..女

当すると思われる｡さらに`i:霊累酎lrを含むfi

泉一帯には'Lく､八､ I-倍体のイワギク個体群

が点在している吋能性もあり､もしそれが･Ji

実とすればイワギク群の進化を語る上で地域

的に貴重であるC　早急なJjS態の調査と､それ

に基づく保全が望まれる｡

本稿をまとめるにあたl)､ i-rはなこな兄を

いたf=いた富山県中央植物園良,9.7-;IJ機伸I.･に

厚くお礼申上げるo
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付　寺

自生地の番号(Tablel､ Flg.1に対応)

と地名に続いて､染色体数と証拠標本の佃体

番ぢ･ (中ロの採集番号)を示すD

イワギクDendranthema zawadskiz'

1.安家1. 2n-53:16102. 2n-54: 15126-

15128, 15131, 16095, 16100, 16101,

16103 - 16109. 2n-55. 15129, 16()96-

16099. 2.安家2. 2n-54:15132, 15133.

3.久慈渓谷付近1. 2n-72 15110-15113,

15115-15117, 15120, 15121, 16168,

16170- 16172. 2n-73: 15118,  15119,

16169.4.久慈渓谷付近2. 2n-71. 16164. 2n

-72 16156-16163, 16165-16167. 5.追

川. 2n-63 15123. 2n-72. 15124, 15125,

16175-16177. 6.放uL2n-72 15136,
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15137, 15139- 15143, 16077 - 16082. 2n-

81 15135･ 7.猿lJl. 2n-72. 15146, 15147,

16083,  16085-16088, 16090. 2n-73

16089. 8. LIJt.2n-72 16091-16093.

コハマギク　Dendranthema arcEl'cum ssp.

maeka wan um

9. rf川J 2n-90 16144 - 14147, 2n-91

16148. 10.麦′1:. 2n-90･16150, 16154.

15

2n-91: 16151 - 16153, ll. )Jjこ:2n-90

16139-16141,  16143.　2n-92: 16142.

12.久喜. 2n-88. 16130. 2n-89.16127.

2m-90･16128, 16129, 16131. 13.小本

2m=89:16115, 16117.　2n-90:16116,

16118, 16119, 16121, 16122, 16124. 2n-

91. 16120, 16123.
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琉球列島産アリサンミズ(広義)の核型の多様性

東本　正

富山県中央植物園　〒939-2713　富LLl県婦負郡婦中町上轡田42

Karyotypes of pilea brevicornuta (Urticaceae) and the

Related Taxa in the Ryukyu lslands

Tadashi Kanemoto

BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713. Japan

Abstract Prior to Hatsusima (1959) who cclnSldered pLlea brevICOmuta tO be an ex-

tremely variable species. four species Of PLLea had been known in the Ryukyu Islands.

They were P. brevLCOrnuTa. P. (LEnealLfolla. P. mEnOr and P amamlana. Morphological

features as well as karyotypes are analysed in them in the present paper. Chrom(1-

some number was 2n-24 in all of them Large chromosome wlth a satelllte Was found

ln P Lu'ZeatlfoLE'a and P brevtconMta. thoughtwo of it in p. cunealEfoLla and one in p

brevtmmuta. Stolon is formed and other similar morphological features are found in

common in these two species. On the other hand. P. mlnOr and P. amamEana have

number of common features ln morphology such as pilose stolon, leaves with obtuse

apex, etc. In addition, large chromosome with satellite was not found in these spe-

cleS. MorphologlCal and cytologlCalsimilarlty may Suggest the close relationship

between p mLnOr and p amamLana The analysts Of karyotypesalso lndlCateS P bre-

†,JCl)nuLltL may be a hybrld between P cMeatEfolta and P. miIWr. SinGe P. breHcwlZullL

has only one large chromosome with satellite.

Key wordsニkaryotype. PEla amamLana. P brevICOrnuta, P CLineatLfoIL'a, P mLnOr,

Ryukyu Islands

琉球列島産イラクサ科ミズ属としてアリサ

ンミズ(p. brevtcornuta Hayata)､シマミズ

(p. LunelLltfoZLa Yamamoto)､ヒメハイミズ

(p mLIZ(n･ Yamamoto)およびp amamLana

Ohwiの4種が知られていた｡アリサンミズ

は台撤空の個体をもとに記載されたもので､

lL.A.LJAさが10-25cm､乗長1-4.5cm､葉幅1-3

cm､葉先は鋭頚､葉の表の中部以Lに剛毛が

散′L-.し､柴掛二は托葉が宿存し､茎は基部が

斜上するが､途中より直立し､基部から走り'L

枝を出し､茎と走出枝には租毛を放当三すると

されている(Hayata 1916)o　これに対して､

葉以外は無毛で走出枝を形成しないものをシ

マミズ(Yamamoto 1925)､台湾と奄美大仁'j

揚湾岳および徳之島天城岳に産し,著しく小

型化したもをヒメハイ　ミス(Yamamoto

1925)､奄美大島湯湾岳に生育し､ヒメハイ

ミスより大型で､葉の妾は白色であり､化被
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片は短く､痩某の12-1′3に達し､浅く切れ

込むものをp umamLana Ohwi(Ohwl 1954)

としていたr　こjLら,1分類群を認める見解は

牧野･根本(1931)､ Masamune (1954)に

よって支持されてきた｡ところが､初島

(1959)はアリサンミズは極めて変化に富み､

肥沃なそ手問では柴の良さ12cm幅7cm､茎の

LEIJ.径5mm以上に連する個体があることか

ら,アリサンミスとシマミズは区別する必要

がないとし､またヒメハイミズとp amaml-

anaは高度の日日二日こうアリサンミズの縮小

JilJ_であるとして､これら3分類群をアリサン

ミスの異名とした｡この見解は大井(1982)､

佐竹(1983)､ i,1袋(1990)によって支持され

ている｡

このように琉球列島産ミズ属に関しては､

51きなった　二つの妃解がとられているにも関わ

らず､いずれの比朋をとるにしても細胞学的

知比に欠けるものである｡本研究では外部形

態と柁J_班を解析し､これらの系統的な関係を

明らかにしようとするものである｡

材料および方法

材料として川いたシマミス､ヒメハイミ

ス､ F'(LmamLtLIZtLはいずjlも標記載に合致す

るものであった‖　アリサンミズに関しては､

某とノ亡.llJ.枝が射tであったが､それ以外の形

態的特徴が帆.山.Xと　一致しているものをアリ

No.4

サンミスとして用いた｡

アリサンミズは奄美大島住用柑住FflJJlの1

個体､沖縄島大宜味村与那覇岳の2胴体､本

部町八重岳の3個体と本部町藩津宇岳の2個

体､シマミズは奄美大島住用村住用川の1個

体､沖縄島大宜味村与那覇岳の2個体､本部

町八重岳の3個体と本部町嘉津宇岳の2個

体､ヒメハイミスは原記載に引田された産地

である奄美大島宇検村湯湾岳の4個体､ p.

amam,anaはタイプロカリティである奄美人島

宇検村揚湾岳の2個体と名蘭市金作校の2個

体を用いた｡これらの植物は1994年から富山

県中央植物園で栽培してきたものである｡

外部形態の観察には､従来から分類群の識

別に用いられてきた形態的特徴としてあげら

れた植物体の大きさ､茎､走出枝､葉､托柴

の形態について観察を行ったD

染色体の観察には根端分裂組織を用いた｡

材料の根端約1cmを切りとり､ 0.002M

8-hydroxyqulnOline水溶液(15℃)で3時

間前処理し､ 99.5%エタノールと酢酸の混

合液(3 : 1)中(5℃)で24時間固定した｡

固定した根端分裂組織を1規定塩酸と450/o酢

醍(2 : 1)の混合液中(60℃)で20秒解離

し､根端分裂組織0.5mmを切りとり､ 2%

アセトオルセインで30-40分染色し､抑しつ

ぶし法によりプレパラートを作製した｡動原

体の位置の記載については　Levan ef al.

(1964)に従ったC

Table 1 Morphologicalcharacters of pE/ea of the Ryukyu Islands

characters P cuDealJ'101Ja P. bTeYJ'comuta p. mLr70T P.amamJana

pl ants height 1 0-25cm　　　　1 0125cm

stem glabrous　　　　　glabrotls

stoloIl absent present

leaf length l14･5cm　　　　1-4･5cm

leaf width　　　　　　　　　1-3cm　　　　　　　1-3cm

number of leaf scrratlOnS IO112　　　　　　　10-12

1eaf ape x acute acute

shape of stipu les hastate triangular

2-5m　　　　　5-10cm

pilose pl lose

present present

lOmm 1.5-4cm

1 Omm　　　　1 -2cm

4-5　　　　　　　8-10

Obtuse obtuse

el lipticuse triangular
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Fig. 1 HabltS OfpLJea of the Ryukyu islands, A. p brel′LCOrnuta. B･ P cune･一

atLfolla C : P. mlIWr. D. P. amamlana. Arrows show stolons. Scale bars

indicate 5 cm.

A a C D

Fig. 2　Leaves of Ptlea. A: P. breHcornuTa B: p cLEneaTLftJlELt C

P. mEnOr. D: P amamLana. Scale bar indicates lOmm.
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結果および考察

1)外部形態

･1分頬群を1;･,'‖lLL.1,中火植物匝=勺において

19941f:-から199糾:･にかけて裁培を続けたが､

形態的なqfJ徴はその日"JJに特に変化は認められ

なかった〔これらの判徴はほほ原記載と･致

するもの(Tablel )であったが､特に})(の

＼.-. .

.[.[よが注目された, 77)サンミスとヒメハイミ

ズおよびp. lImlumHnlIは11jJ11･旬qはり峯の

基部より-'ヒ出枝の伸上主が確認されたが

(FlgS.lA, C, D)､シマミスは走日枝を伸

長せず(Flg lB)､芸は,W.一毛であった

(Fig. 3A)二　4分頒群の柴にはそれぞれH:′

つ3本の脈があE)､糾歯の光には1-3イこの

剛毛が確認された(Fig 2)r　シマミスとア

FlLi'3　Stems･ petlOles arid stJPulesofp'/tJE'八. E & i I, /nt,.,(/JJ･,MlL,

lHT&J P川′7etLTlf''/LEI C.G&K P m,It," I).H&L p tl"7,I_

J)tltllZtl Sc;lle bとIrS llldicate 1 mnl



＼l`trrh lL榊　　　　　　　　　　　jlLlこIJllf,紳1.1∴川アリサンミス

A畿ヰe.C肇

→h

鳩鼻..pT ･･

lt.-I- +

'}::;I
JtI

▲●

t･･''･･.:lt:ti':I
讃夢

B　　　　　一芸ID I

Fig. Ll. Ph()tomlCr｡graphs of somatic chromosomes at metaphase. A P I"什′C''nZuT,I

B: P cul'H'tl/''lEu. C. P m"7(〝･ DI P ELmtJmLELnlLI Scale bars lndlCate2pm･

リサンミスともに葉'kは鋭igl:､柴の中部以上

に剛七を散'E-_し,捌IlもtnH三で､柴に関する

形態的違いは,i.iJ.められないが(Figs. 2A,

rミニlnd　3E, F)､托葉はシマミスが矛形

(Flg. 3I)で71)サンミスが-_frJ形(Fig 3J)

で与'Lはっていたー　ヒメハイミスは農先が鈍

i,.f!､柴1号体に剛七を倣′1:し､鈷対数も少な

く､ fL叫勿体､托柴､柴が名しく小IFll.であった

(Figs. lC, 2C and 3Kl P EJ川(I"Uanaは柴､

托柴､植物体の大きさではアリサンミズとヒ

メハイミスのr州りJflll_を′Jくしたが(Figs ID,

2日とInd 3L)､半とJli川枝および柴柄に長さ

().5nlmの剛七が散′l Lており2椎に共通す

る形宮Iiも川JLJ.められた(fTlgS　3C, D. G, H)-

シてミスは托ださの形とJL出校を出さない点

で4 'JjL鮒Fr-のなかで1JJy･さである　これに対し

ZL

てアリサンミスとヒメハイ　ミスおよびp

EImalluanaは走tL11.校を形成することでIll'-辿して

いる｡ただし､アリサンミスの帥物体はヒメ

ハイミズ､ p. 〟HMmI(L'uLに比べて非常に人Jf.u_

で､葉先が鋭iIl'lである.仁でヒメハイミスやJJ

EImtLmlaTlaよりは､むしろシマミスに似てい

る｡また､ヒメハイミスとp('mlLmLELn'Lは帥

物体の大きさと托葉の形ではり.1なっていた

が､他の山で共通しており､ヒメハイミスと

p amEImlEInaはrLf]じ/Jjk鮒洋であろうと考えら

れるo

アリサンミスについては､植物体と柴の人

ききと柴の鋸歯が多牧であり､柴)F亡が鋭i･1liで

あることはシマミズとll,-･池1′壬があり､また′に

.LH.枝を形成する.rl･J.ではヒメハイミスに似てお

り､アリサンミスはシマミスとヒメハイミス
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の中開形を示すとみなすことができる｡

2)核型

淡色体数は4分頬許すべてにおいて2n

-24がrL定された(FIE 4)､ミズ属はこれ

までに15位について染色体数が報告され､そ

のIJ.JIO柿は2n-24､ 3種はn-12､ 1種はn-

24の報Piがあり(Fedorov 1969, Goldblatt

1981, 1984. Goldblatt & Johnson 1991,

1994)､また1位について2n-24と2n-36が

枇Il.され(米本1998)､ミズ属の基本数は

X-12と考えられるL､従って今回観察された

･4分抑制ま全て　▲僧体と考えられるC

核代り_野川1-の射,米のイティオクラムを

Fig　5　に'[ミLたo y染色体良はアT)サンミス

N(), ll

とシマミズが2･5-6･2Llm､ヒメハイミスと

P (tmamtaJ7aが1.814.6pmであった｡アリ

サンミスは6個の中部動原体雅史色体のう

ち､ 1個の大型の染色体に付随体が確認さ

れ､また18個の次中部動原体烈染色体のうち

2個の染色体は大型であり､二柏的な核TE坐を

･jこした(Fig.5A)｡シマミスは6佃の中部

動原体型染色体のうち2佃の淡色体は大獄!

で､それぞれ2個の染色体に付随体が確認さ

れ､また18個の次中郡動原体雅俊色体のうち

2個の染色体は大型であり､二棚的な核雅を

示した(Fig.5B)｡ヒメハイミスは6個の中

部動原体型染色体と18佃の次中部動原体JEi!賀三

色体があり､次中部勅Il;I:体JELl_染色体の2佃の
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染色体は大型で､ A.相的な桔唯!を示した

(FIE 5C)｡ P. amamLlLnaは6佃の中部動原体

Jfr懐色体と18個の次中部動原体型染色体があ

り､次中部動瞭休刊染色体の2佃の染色体は

人JF.LT.で､ _二相的な核型を示した(Fig. 5D)C

大Fi'iの次中部動原体型染色体が2個認めら

れることは4分頒群に共通であって､ 4者の

煉緑関係が近いことを示唆しているように思

える｡しかし付随体をもつ中部動原体型染色

体の数はシマミスに2個､アリサンミズで1

佃確認されたが､ヒメハイミスおよびp

ELmamEa17uでは認められなかった｡つまりシマ

ミズとアリサンミズは付随体をもつ中部動原

体1号il染色体をもつことで共通性があり､ヒメ

ハイミスとp. amumEan〟の場合にはそれを全

く持たない点で共通している｡またアリサン

ミスは付随体をもつ大型染色体を1惜しか持

たない事は,シマミスとヒメハイミスあるい

はp. ELmamLantLとの巾間の核型を示し､その

雑種であることを示唆しているように思われ

るr/ E二述したように外部形態の解析の結果か

ら､アリサンミズがシマミスとヒメハイミス

の【日間を示していることが認められ､核型解

析の結果も両者の維種であることを示してい

るように思われる｡

今r叫観察された外部形態と柁型から､琉球

列島虞ミズ属には少なくともシマミズとヒメ

ハイミズおよび両種の維種に由来するアリサ

ンミズの3分頬群が存在すると考えられる｡
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Notes om Flavy)punctelia and Punctelia (Parmeliaceae) ,

With Description of Four New Species

Syo Kurokawa

BotanlC Gardens of Toyama,

･12 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Net-gun. Toyama 939-2713, Japan

Abstract A species of FlawpLLn(/elEtI. r. b〃rrel･t'ndL,i, and three species of pLLfJ(te･lLEL,

F'･ dLhru(luL(･EL. P. pa/lescens and P I()mE･lLlt)川/a are descrlbed as new to science. p.

11euTrLLIEl and P. sLIbt･udecla are recorded from Taiwan for the first time

Key words rlatwpuncte/Ea, new record. new species, puncle/ElJ

The genus punclelEa Was Segregated from parmel'a sens･ lat･. especially closely re-

lated genus parmelia sens. str‥ by Krog (1982) mainly based on conidium morpholl

ogy, pseudocyphella development, medullary chemistry and center of distribution.

Two years later. Hale (1984) raised subgenus Flavopunctelia Krog ofpuncTelLa tO the

genus, emphasIZing the differences ofconidium morphology as well as of cortical chem-

istry between PlinCtelia and Flavopuncfel'a,

While only five species areknown in FlavopunctelLa, 28 Species have been recorded

as members of punclelia･ Of the five species of FlavopunclelLa. F J7aventL'or (Stirt.) Hale

has attracted interest and attention of many lichenologists since it has rather large

brilliant yellow thalli caused by presence of usnic acid in the upper cortex and is dis-

tributed in Europe, Africa, the Himalayas and North, Central and South AmerlCa. In

contrast, the other species are considerably rarer or only locally distributed as seell

in F･ darrowL'L'(J･ WI Thomson) Hale, Fpraestgnts (Nyl.) Hale and F. soredica (Nyl.)

Hale (Hale 1980) Or is known only from the type locality like in F. lobulata Elix &

Adler (Elix & Adler 1987).

In the present paper. F. borrerioides is described as a new species. This species con-

tains usnic acid in the cortex and lecanoric acid in the medulla as in all other species

of Flavopunclelia. However, F, borrertoEdes is characterized by the presence ｡f lami-

nal orbicular soralia.

In 28 known species of Punctelt'a, atranorinis produced in common in the upper c()r-

tex and lecanoric･ gyrophoric or fatty acids are known as common medullary products.

A new species. P･ dlnraCTaL-ca. is characterized by the production of diffractaic acid.

which has never been reported as a medullary product in the genus･ p･ pallescenL､ and

P l('me,71OSLL/,I COntain lecanoric acid as in many other species of Punctelt'a. However.

P p"∫/escenLl also contains a large amount of unidentified substance and p. I(DllどnT(,su/tI
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h之IS unique tomenta-llke fine short rhizines on the lower surface

Species of punttelLa are most COmmOnly dlStributed in the Southern Hemisphere,

＼′iz., South America and Africa. where the genus has the highest number of species.

S()me species extend their ranges or are endemic to North and Central America,

Europe. eastern Asia or Australia-New Zealand p. neulralL's has been considered to

be endemic to South and East Africa (Krog & Swinscow 1977). However. its range

is n()w extended to eastern Asia as discussed below. In addition, p, subrudeLLla, Which

has never been reported from Asia, is recorded from Taiwan.

Flavopunctelia borrerioides Kurok., sp nov Fig. 1

Species cum thallo ut ln PunclelE'a borren'sed ab hac thallo plusminusve flavoIVirenti

et cortice superior acidum usnicum continenti difrert.

Chemistry. Usnic acid and lecanoric acid.

Type. Mexico. Puebla : Monte de la Candelaria, corretera Puebla a Xalapa. entre

La Candelaria y EI Seco. antes del tren MeⅩ-Ver, (km26-289), Bosque de JunL'perus

y Opu,71EtL-Agape, 2370-2400 malt , G.Guzm孟n 19610-holotype in XAL and isotype in

TNS.

Thallus foliose, adnate, saxicolous or corticolous. pale yellow to mineral gray, to

lOcm ln diameter, lobes irregular, 4-10mm wide. usually contiguous: upper sur-

face more or less rugose, minutely pseudocyphellate. soredlate, SOralia laminal and

marglnal, laminal soralia common and numerous. mostly orbicular, marginal soralia

sometimes con fluent. Lower surface black. minutely wrinkled : rhizines moderate.

simple, often coarse. less than°.3mm long Thallus210-240pm thlCk; upper cor-

texca･ 20Hm thick, algallayercontinuous, 20-25LIm thick,medulla 160-180 pm thick.

_･.虚言.

I lg 1 Holotype of Fllny,l'〃′7Cte/Lu b〃′re't〃Ll'(/el Kurok Scale lndlCateS mm
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lower cortex brownishl0- 15LLm thick. Apothecia not seen.

The present new species has numerous orbicular laminal and a few marginal sor-

alia and looks very much like puncTelE'a borrerE'(Sm.) Turner However. it contains us-

nic acid ln the upper cortex and is considered to belong to Flal･()PunClelIEL rather than

PELn(TelltL. in which all species contain atranorin in the upper cortex even only ln Small

amount in certain species. In addition, it is readily distinguished from p. blJrrert by

the production Of lecanoric acld rather than gyrophoric acid.

Althc･ugh most species of Flavopuncfelia have pale to brilliant yellow thalli. contain-

ing qulte之I large amount of usnic acid in the upper cortex, some fragments of the pre-

sent species aremineral gray and appear to be easily confusedwith species of Punt-

(ellEl. Even ln these fragments, however. a little amount of usnic acid is demonstrated

at most by TLC or HPLC methods.

F/al,ul,unL1e/ta borrer101des is quite similar to F. jla一,entE(W, Especially when a large

amount of usnlC acid is produced in the cortex of F borrert'oE'des. the species may be

confusedwith the latter. In addition. these two species have soredia and a black lower

surface and produce lecanoric acid in common. However. soalia are mostly laminal

and orbicular ln F. borrenoLdes, whereas they are mostly marginaland often capitate

ln F. jZavel7lEOr.

The present new species is known only from higher elevations in Mexico and Peru.

Specimens examined. Mexico. The same as the type, G. Guzm孟n 19607 (XAL.

TNS). Peru. °ept. Cuzco I Prov. Quispicanchis, Luisanpampa near Oropesa. rocky

cliff along rlVer. On rocks. alt. ca. 3150 m. H. Kashiwadani21207 (TNS) : Prov.

Anta. Limatambo, elevation about 2500 m, on bark of trees, H Kashiwadani 21238

(TNS).

Pumctelia diffractaica Kurok., sp. nov.

SpecleS habitu Gum punclelt'a punctL'lla optlme COngruenS. Sed differt thallo acidum

diffractaicum contlnente.

Chemistry Atranorin and diffractaic acid,

Type. Peru. °ept. Cuzco: Prov, Cuzco, Saylla. pasture beside the road, aユt. ca,

3200m, on calcareous rock. H. Kashiwadani 21194-holotype in TNS.

Thallus foliose. adnate on calcareous rock, greenish gray. turning brownish buff in

the herbarium. more or less coriaceous, 8-10 cm (?) in diameter; lobes irregular,

2 - 4 mm wide : upper surface roughish, minutely pseudocyphellate. isidiate. isidia

raised from pseudocyphellae or directly from the surface. becoming dorsi-ventraHob-

ules; medullawhite; lowersurface black, rhizines black, sparse, lessthan 1 mm 1()ng.

Thal1us 110-160 pm thick : upper cortex 12115 um thick, algal layer continuous, 32

-38 LLm thick, medullary layer 59-95 um thick. lower cortex brownish. 7-12 Llm

thick. Only juvenile apothecia (less than 2 mm in diameter) observed.

This specleS is characterized by the presence of isidia usually becoming lobules and
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black 1()Wer surface and the production of diffractaic acid in the medulla. Even though

the h()1()type specimen is unfortunately fragmentary and any photograph of the habit

can not be shown in the present paper, a combination of morphological and chemlCal

features is quite unique in the genus and well characterizes the present specleS,

Chemistry of the present species is very unique. since diffractaic acid lS rather rare

substance even in the Parmellaeeae and has never been reported in the genus pLLJ7ぐ-

fdL'Et bef()re.

The present new species may be confusedwith P. 17unct'lla (Hale) Krog. since they

have similar isidia or isidial lobules. However. it lS Clearly distinguished from the lat-

ter by the production of diffractaie accid

Although three juvenile apothecia less than 2 mm in diameter are found in the holo-

type, description of them is not glVen above. However. it should be noted here that

clavate asci containing eitht col()rless ascospores. which were ellipsoid and 5 - 7 × 10

-12 Llm in size, were observed,

This new species is known only from the type locality ln Peru at presenL

Punctelia pallescens Kurok. sp. n()V.　　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 2.

Species habitu cum pLLn(JelEEL hvIMleLJ( tle OPtime congruens sed differt thall() atran()r-

inum, acidum lecanoricum et materiam incognltam COntinent.

Chemistry. Atranorin. lecanoric acid and an unknown substance.

Type･ Australia. Western Australia : Dumbleyung to Wagin road, 6 miles west or

Dumbleyung near Nippering sidlng On trunk ofAcEJCEa aHLmt'nata. R. Filson 9386-holo-

l‖　　　rl l日日日日日日l日日F日日H H lIl　】　r

ドiL, 2 Il()1()type of pEL'u/i,lLL'/Mll',vl1)～ Kur()k Scale llldic(lteS lllnl.
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type ln TNS

ThZlllus adnate c.n bark of tree. mlneral gray. turnlng brownish buff in the herb;Ir-

ium, 4- 7cm in diameter: lobes subirregular. with rotund apices. eclntlnuOuS. 21 4

rum wide･ upper surface glabrous1 lacking soredia and lSidia. pseud()cyphellate. 1ami-

nZ11 pseud()cyphellae extremelv rare･ marglnal pseudocyphellae indistinct sparse : me-

dullZl White 1 lower surface pale brown, Sparsely to moderately rhizinate. rhizines con-

e()lor｡us with the lower surfaee･ simple or fasciculate. 0･7-1･5 mm lonL, Thallus 210

-24O Hm thlCk: upper c()rtex pale brown, 17-25 Llm thick, algallayer continuous.

28-45 pm thick･ medulla lO7-150 Llm thick. lower cortex subhyaline, 1ト20 pm

thick･ Ap()thecia common. adnate･ 2- 6 mm in dlameter : amphithecium often pseu-

docyphellとIte: hymenium c21 8O Llm high･ asci clavate. 22-25 × 55-60 Llm, SP()res

8. colorless, 7-9 ×14-18 Llm.

ThlS new Species IS eaSlly confused with p. /叩''/eucL'te.～ (Nyl.) Krog, because

they both have a pale 1()wer surface and nc'asexual propagule and sh()w blcIOd red

color reacti()nwith C in the medulla･ However. p l'EL/leHenS COntainsa large am(Mnt Of

unidentified substance along wlth atranorin and lecanorlC acid. The unidcntifled sub-

stance yields thick straight needle clusters in GE and shows a little higher Rf value

than lecanoric acid on chromatograms developed by amixture of hexan十ether + for-

mic acid ( 5 : 3 ･ 1 )･ In p lフ`〟k-cef75･ in addition･ laminal pseudocyphellae are ex-

tremely rare. while p hvl,(}leL"lte5 forms numerous minute pseudocyphellae on the up-

per surface

This new species is known (,nly from the type locality at present.

Punctelia neutralis (Nyl.) Kr()ど. Nord. ∫. Bot, 2:291. 1982.

The present species is characterized by the laminal orblCular soralia and the pale

lower surface and the production offatty acids related to caperatic acid (Hale 1971).

It has been considered to be endemic to South and East Africa (Krog & Swinscow

1977) fiowever. a specimen segregated from Harada 9905 (see below) C()llcetcd ll-

Taiwan is identified with the present species, since it has lamlnal orbicular soraliil and

caperatic acid lS demonstrated in it･ Thus the distribution range of the present species

is now extended to Taiwan in eastern Asia

Specimen examined･ Taiwan Taichung Hsien : Hoplng, en route from SsuyL1an t()

Tochlatum Sham, 2600 m alt.. on bark of pine, H. Harada 9905-b (TNS)

Punctelia subrudecta (NyH Krog, Nord. J. Bot. 2.291. 1982.

The present species is characterized by 1) farinose to granular soredia. 2) p之11e

brown lower surface･ 3) 1ecanoric acld as a medullary product. A specimen cnllected

ln TalWan by Harada included two species, the one (9905-b) segregated fr('m the

specimen wとIS identified wlth p･ 17eLL'rtI/I- (see under p. net,(,EIlL･,1) and the other (9905

-a) was identified with the present specleS, Since it possesses characteristics mentl(,ned
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ab()ve.

pu'zclピ/EEt Subrudecfa is easily confusedwith P. punclElla (Hale) Krog. When he dis-

cussed on polymorphism of vegetative propagules.of p punclilla. Adler (1997) clearly

showed the differences of these two species.

The present species has been recorded from Europe. Canary Island, New Zealand.

india, including Indian Ocean (Adler 1997) and North America (Wilhelm & Ladd

1987). This is the first record of the species in Taiwan and the specleS appears tO be

widely but sporadically distributed in subtropical and temperate regions in the world.

Specimen examined. Taiwan. Taichung Hsien : Hoping. en route from Ssuyuan to

Tochiatum Sham. 2600 m alt,. on bark of pinC, H. Harada 99051a (TNS, CBM).

Punctelia tomentosula Kurok‥ sp. nov.　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 3.

Haec speeleS Flavopunctella SOredicae valde affinis est, a qua rhizinis densis tenuis-

simisque et pallido-Spadiceis faclle et thallo acidum usnicum destituto distinguitur.

Type. Peru. °ept. Cuzco: Prov. Paucartambo. around Challabamba, in ■ceja de

Selvar zone, alt･ 2800 m. on bark of Alnus sp.. H. Kashiwadani 22058-holotypein

TNS.

Thallus foliose, adnate on bark of tree, mineralgray. turning light brown in the

herbarium. 7- 9 cm in diameter. lobes subirregular, sometimes imbricate, 2- 6 cm

wide ; upper surface glabrous and more or less shiny, pseudocyphellae laminal and

marginal. laminal pseudocyphellae　minute. mostly orbicular, marginal　pseudo-

cyphellae indistinct ; soredia laminal and marginal, 1aminal soredia associated with

FIE. 3 1Iol()type of PELIZLTeILEL T〃/nefZlOSukL Kurok. Scale lndlCateS mm.
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pseudocyphellae･ marginal soredla distinct. often formlng Capltate SOralla: lower sur-

face pale brown, densely rhiz.mate even near the top oflobes, rhizlneS fine, subpe1-

lucid or pale brown･ less than i mm long. some rhizines elongate. often reaching

more than3 mm in length and more or less pellucid Thallus 115-130 Llm thick. up-

per cortexl0-13 ト上m thlCk･ algal layer continuous1 33137 LLm thlCk. medulla 62-65

Llm thick･ lower cortex colorless1 lot 15 Llm thick･ Apothecia not seen.

This new species is easily confused with Fla､･''pun'1elLa SLWedECa. eSpeClally when the

specimen is kept for long time in the herbarium and the color of the thalli has Changed

into light brown These two specleS form marginal and capitate soralia and have a pale

brown lower surface and produce lecanoric acld in the medulla. However, the new

species is clearly distingulShed from the latter by dense fine rhizines looking like

tomenta and by the lack of usnlC aCid･ This species is classified under the genus punc-

Te/EEt. Since a trace amount of atranorin was demonstrated mainly by TLC and HPLC

in the type.

The present species may be also confused with p. perrelLCulata (Rasanen) G. Wilh.

& Ladd or pI SLibrudecla. because these species are sorediate and have a pale brown

lower surface in common･ However, lt is clearly separated from the latter two by

having unlque tOmenta-like short dense rhlZines.

ThlS SPeCies is known only from the type locality in Peru at present

I express my sincere thanks to Prof. Dr. Gast6n Guzm益n of the Instituto de Ecolc._

gia･ Instituto Nacional de Investigaciones sobre Recursos BiotleOS, Xalapa, VeracruZ.

Mexico and Dr. Hiroshi Harada of the Natural History Museum and Institute. Chiba,

Japan who placed their Interesting specimens of Flatwpun'1elLa and punctelEEL at my

disposal.

黒川　退:ヒメキウメノキゴケ属とハクテン

ゴケ属についての覚え書きおよび4新種の記

戟

ヒメキウメノキゴケ属(F/(JtVPun'le/EEL)と

ハクテンコケ鳩(pLinCleILEL)が設けられた経

机二ついて恥生し､両局の特徴と世界におけ

る分布の概FEA･を述べたo　さらに､ヒメキウメ

ノキコケLIE,の1椎とハクテンコケ属の3椎を

斯秤として..-Ll接したo FlEn,OPLEn'tel'tl lwr,(,-

rL(〝fJe､はハクテンゴケのように､主として地

衣体1<zl1日二粉井をつけるが､ lil.剖二ウス二ン

憶を:-,Tむので､ヒメキウメノキコケ属の一一種

として記載した｡ペルーおよびメキシコの.I::]'

地に分布している｡ハクテンゴケl,･J31の2新株

は地衣蚊分に特色があり､ p d'qrtJ(/EL'Luはウ

メノキゴケ科には珍しいティ7ラクタ椎を:JT

み､ p p(tlleyCelZSはレカノール慨とともに多呈t:.

の未決定物質を含んでいる｡これに対して､

P lome/7To.Mlaは形態に特徴があり､匁lll'の半

透明な繊毛状の仮根はこの輔の他の椎では見

られないものである｡また､ p 'tt,LLT'･tJ/E∫(ア

フリカハクテンコケ　新称)とP uLbrudecE(I

(タイワンハクテンゴケ　新称)を千㌢湾から

初めて手技I'liした｡
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絶滅危恨植物コナミキの新産地とその染色体数

志内利明･米本】T:_

'tr;.HllLL川I央植物園　〒939-2713　詫山県婦負郡婦Ll,町上矧Ij42

New Locality and Chromosome Number of Scute/laria

guElielmit'A. Gray (Lamiaceae), an Endangered Plant

Toshiakl Shiuchi & Tadashi Kanemoto

Botanic Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada. Fuchu一machl. Net-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract : S(uTe//,LrLa gLLLIEe/mEE A. Gray H.amlaCeae). an endangered plant. was

newly fnund in eastern side of Noto PenlnSula, which is the northern_

most locElllty Of the species. It has been recorded from south-eastern China. in-

cluding Taiwan. and along the Pacific coast Of Japan Archipelagos (Ryukyu Islands.

Kyushu･ Shlkoku and Honshu). Thus it can be consLdered tobe dlSjunctively dlStrib-

uted ln Noto PenlnSula on the Japan Sea side lt has been kn()wn that Ha/叩hLl(I "V`E/I.1

shows simLlar disjunctlVe distrlbution. The choromosome number ()f sL･lLtellEJrtll

R･ELLI,(,[mtL A Grayis 2n-28, whlCh has never been reported beforeinJapanesespe-

cleS Of scutel/arLLt

Key words : chromosome number. endangered plant, Noto PenlnSula, ScLLTellartEJ

gElLllL,lmLL

能町ト'--ノ∴',東部の油ILi'--で､日本桝勿分類学会

絶滅危倶柄物問題専門第･委員会(1998)で

絶滅危廿日B突刺二指定されたシソ科のコナミキ

S( LElL,lltLl･LLL LqELLlLt,/～"'t'A Grayを発見した(Flg.

1) JflJiL.I:iFnほでシイ等の樹木が迫る穏やかな

掛rrでIJ線にlrlって10mほと､に広がって生育

していた｢コナミキは､本川の千葉県以西の

本州､ノL州､放球､台湾､中国中南部の海岸

および低地のL･lu):つた草原に分布しており

(Murata & Yamazaki 1993)､今Lnl確認した

地域は～lHの日本海IliFtTiL唯一一の分布であり､

本作の北J;liである｡

染色体数

染色体の観察には根端分芽u'.lL織を用い､

0.002M 8-hydroxyquinollnC水溶液(15℃)

で4時間前処理し､ 99.5%エタノールと酢

酸の混合液(3:1)中(5℃1で24時Ft抑】
''正した=　その後､ lN塩枝と45%酢酸(2:

1 )の混合液rTl L60℃)で20秒解離し､ 2%

アセトオルセインで30-40分染色した後､即

しつぶし法によりプレパラートを作成したo

H本に分布するタツナミソウ),.iS sLtLlellal･lu

のうち､ム二ンタツナミソウsIl"lgEtlLl)Lt

Koidz.の染色体数は2n-26 (Ono 1977)､ナ

ミキソウ　S. 1けEgEll('LlEL Hcmsl.は2n-32

(NIShikawa 1985, Sokolovskaya er EL/. 1986;
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Flgl 1･ Habit of Sculel/aria guEIEelmEE

(June 7, 1997)

Prob'ltOVa & Sok()lovskaya 1990) ､エゾナミ

キソウS. I,eZ〃elutS Kudoは2n-16 (Proba_

tovaeTa/ 1989)と報告されているD今回の

.TJBJ瀬からコナミキの染色体数は2n-28である

ことが新たに確認され､これまでに報告され

たタツナミソウ属の他の種とは異なった染色

体故を持つことがわかった｡また､付随体を

rJつ狭色体が2つあることも確かめられた

(Flg　2)0

分布上の問題

現在までの記録によれば､コナミキは日本

では本州､凶臥九州､琉球に分布し､日本

il州川では壱岐(外山1980)にだけ分布するこ

とが知られていたo今Lnjの能登半島での発見

は､コナミキが日本海側でl棚任して分布する

ことを′Jくしている,3　コナミキとr口j様に能登半

.lJを小目の日本L棚IJで唯　一の′上背地とするも

のに､トチカカミ科のウミヒルモHalop/7Ela

i;:b棄禁

No.4

Fig　2. Somatic metaphase chromosomes

of scutellarla guLIL'elmLL (2n-28)

Two large chromosomes with satellite

are marked wlth arrowheads Scale

bar Indicates 2 pm

ovalLS (R.Br.) Hook.fil.がある(里見編

1979:里見1983:中西1990)o

中西(1990, 1994)によると､グンハイヒ

ルガオIpomea pes-亡aPrae (Llnn.) Sweetや

ハマナタマメCal,analia lEneata (Thumb.)

DC.などの南方に分布の中心を持ち海流散

布する植物は､種子が海流によってその分布

圏を越えて運ばれ､特に､日本海側では対馬

海峡より北東の地域で芽生えが見られること

はあっても､冬を越すことができないので､

定着せず全て枯死してしまうと言われてい

る〔能登半島近海には､対馬海流が北上して

おり､南方に生育するコナミキ個体群から種

)'･の供給があることは十分に考えられ､コナ

ミキの生育地の成立と消滅は偶発的に起こる

可能性がある｡今回確認した地域は､コナミ

キが冬期に枯死することなく偶発的に_Ll･l育地

が成立し,そのために隔離して分布している

ように見えているのかも知れないので､今後

の継続観測が望まれる｡

また､能登半島は日本海側に大きく突.LL=ノ

た半島で多様な環境を保有しているため､第

Lq紀に練り返された氷期､間氷期による対馬

海流の閉鎖と成立の間にもコナミキなどの植

掛二生存可能な環境があり､遺在的に'+_き残
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れたとも考えられる｡しかし､申出(1990)

は､日本LLll側では能登半島だけに隔離分布す

る的物はかつてノトよりも温暖であったときの

Jfi/f柑であるとも､その逆に新しく侵入した

ばかりであるとも考えられるが､いずれにし

ても対.Flii如JiLの影竿を軽視することはできな

いとしているo　また､単に､調査不足により

Ei本海l/utJL'fJ地域のLL育地が確認されていない

ということも考えられる｡いずれにしろ､

いっそうの調森研究が必要である｡

ノHLll確認Lた能鷺半島のコナミキはこの種

の北限城であることや個体群サイスが非常に

小さいことなとからlE確な分布地の記載は控

えさせてもらったC　また､作製した標本は富

LLr掛IJ央植物園の標本庫に保管されている

(でYM 000179)｡

この論文をまとめるにあたり富山県中央植

物[*]の黒川避園長および大原隆明技師には

様々な御助言を頂きました｡ここに感謝の意

を表します｡
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バクチノキの種子発芽

山卜寿之

'汁.[日県申l)t相川勿固　〒939-2713　富山県婦負那如rl.r町f二矧1142

Seed Germination of prunus zippelt'ana Miq. (Rosaceae)

Toshiyuki Yamashita

BotanlC GarLdens of Toyama,

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machl, Nei一gun. Toyama 939-2713. Japan

Abstract GermlnatlOn Of seeds was obsereved ln Prunu.9 ZIPPelLana Mlq.. ()ne Of two

evergreen tree species of prlLnuS ln Japan. The seeds were collected, when the frultS

had fallen from the tree in next springafternowerlngin autumn. and they were cov-

ered with the flesh. Seeds wlthflesh were decayed and showed low germination rate

in high temperatures though a few of them germinated In contrust, seeds with()ut

flesh germinated ln Shorter period and showed higher germination rate. Thus, blrds

such as TILrduS nE'uml'l"7( eLmOmLLS Temminek seem to have important role ln disper-

sal of seeds of p =EI)PeILLJnEL. Since the flesh may be removed by them. On the ()thcl･

hand, the seedllngS Of PこLPPe/LLLIZEL Seem tO require rather bright condltlOn ()n the f()r-

est floor.

Key words : PrLLnuJ三LPPelLanu. Seed germination. seedling establishment

ハクナノキ(prLEnuSこLPPe/EEL'L〟 Miq )は日

本に分布する常緑性のサクラ属2種のうちの

1位であり､房総半島南部を北限に､本州､

lJLIl札　九州､琉球列島から(Horlkawa 1972)､

fr約､小｢郎南部､ 【琳よ雲南省､ LJLllll省にまで

'J)HJJしている(中国樹木詰編輯委員会､

1985).日本ではおもに沿岸部のスダジイ

(CEL,J〟nt,pSLl ｡ulPEdata (Thumb.) Sehottky

vこIr lJeboldLL (MaklnO) hTakai)林に出現

し､小E上1大陸rj,lr笹部の雲南省では標高1180m

から1500mにかけてのシイ林帯に分布するこ

とが知られている(中lEl科学院昆明植物研究

所如1984),,ハクナノキは落柴性のサクラ属

の種鮒とは興なり､ 10)に､ろに開花し､翌年

3月から4月に結実する特徴があるo　また､

種子の発芽についてはLJJ申(1975)が取り拭

ってはいるが､発芽温度などについての詳細

な記載はない｡バクチノキが暖温帯のスタシ

イ林の構成種として種の維持､あるいは分JlJ

を拡大していく為には､繁析様式をためた/r･_

活様式を調べることは塵安である｡

本研究では､ハクナノキの生活様式のうら

種子発芽について.iJ.:lJ某をあて､発ii:')三験を

行った｡さらに､種子一発芽から実叶_および祁

樹の定着に覚る過程について検討した〕

方　　法
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バクナノキの果実は､分布北限の千葉県安

J}1-那丸山町石堂手(北緯36度03分､東経139

度58分)矧勺のスダシイ林の林緑郡に生育す

る個体から洛卜したもののうち､外見上新鮮

なものを1994年4)i 6日に採集した｡採集し

た果'夫のうち､果肉をイ｣けたままの種子100

佃(､ド均垂遣0.62g)､水に掛ナて果肉を除

去した種子-150佃(平均重量1.61g)を用い

たo　これらの椎+を脱脂綿を敷いた直径12cm

シャーレに10仰ずつ置き､ 10℃､ 15℃､

20℃､ 25℃､ 30℃の5段階の温度設定にした

払度4,)配恒温器(日本医化器械製作所製､ TG

-100-ADCT)に､果肉付き種子各2セノ

ト､果肉除去種[一各3セノトをそれぞれ4月

7日に入れた｡発根およびと眺軸の出芽(以

卜発芽とする)の判定は､それぞれ1mm

=た段階とした｡

No.4

結　　果

果肉付きの種子は(Flg 1)I 30℃と25℃で

はいずれもすべて腐敗したが､ 20℃でもっと

も早く実験開始から25日日に発根し(Fig. 1

b)､発根がもっとも遅かった10℃でも3811日

であった｡また､発根に続く発芽は(FIE.

la)､ 20℃でもっとも早く35円目､もっとも

遅かった10℃では98日Flに観察された｡しか

し､ 20℃以下の温度でも多数種了が腐敗した

為に､実験開始から145日たっても発根牢は

10%から30%､発芽率では5%から25%にと

どまった0

-万､果肉を除去した種T-の発根は(Flg

2b)､ 30℃と25℃で実験開始から7日臼に授

初に観察され､もっとも遅かった10℃で最初

にみられたのは15日目と､果肉付き稚7-に比

20　40　60　80100120140160

Days after bedding

FIE 1 Germmation of PrLL'uiS ZEPPelLana Seeds covered by flesh.

こI Shoot, b Root
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llJ卜　′､クチノキの桂(･発芽 3!)

10　20　30　40　50　60　70　80　90

10　20　30　40　50　60　70　80　90

Days after bedding

-I-　30℃　一一■-　25℃　一一▲-　20℃　◆ 1 5℃ .{ト1 0℃

Fig･ 2　Germlnation of PrunlLS ZEPPeILana Seeds without nesh.

a Shoot: b Root.

ベて無淵間に発根した｡また､発芽は(Fig.

2a)､ 20℃でもっとも早く15日臥10℃でもっ

とも遅く44日Hに観察された｡実験期間に中

I,%放した椎r･は､ 10℃と15℃ではみられず､

20℃以仁では1■.=十腐敗した種子もみられた

が､果肉付きのものよりも少なかったC果肉

を除去したバクナノキの種子は､投棄lI.:で4011

(20℃恒温)から最長86日(10℃恒温)で姑

高の発芽率に達した｡

各温度環境での発根および発芽速度( 1 /

発芽率が50%に通した日数)をFig. 3に示し

た｡発根は30℃において､発芽は25Dcから
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10　15　　20　　25　　30

Temperature ( ℃)

171g　3. Germination rate of pILLnu～ =ZPl)tJlEu17〟　Open clrCles : Root.

S()lid circles : Shoot. The germlnatlOn ratio Was Calculated by

l ′ days reachlng 50% of germinatlOn.

:3()℃においてそれぞれ､ rll一いう吉井速度を示し

た)

考　　察

ハク+ノキのり上′夫の果肉を除去した場合よ

りもifl-肉日きの舛(の磯放した数が多かった

ことは､ IF:.I)IF‖ll条件卜にある暖温･t"rf,･に分布する

仰にと-'ては. ,(摺!や動物などによって果肉

を除ムされなければ､柿1･からの実/上の_'l二産

は期fllJ-できないことになる｡また､他のサク

ラItrJ:1のfLT.矧では､ Llミ肉が発芽抑制しているこ

とが帆..IL]されている(市井1988)o実際､種

J′-を採1)ーLた林分でも､ノクミ(TLLrdLI…lILI_

m(IltItL (JL/IZ()mLI＼ TemmlnCk)がペレ/トとし

てハ//チノキのり上/)三を吐き山しているのが観

祭された,二　ツグミの越冬地の分イlJ' (広野

1990)とハクナノキの分布は､朝鮮f･島と日

本のl勺陣部と中部地ノJ以北を除きはば･致す

る｡ 3 JJから4 )】に紙)三するfl桝勿が少ないこ

とから､ハクナノキの朱'舟まツグミなとの果

実食の鳥規にとって怖々)て･f.J_JAAな糾となり､

鳥類が相子散布者として奉安な役判を火たし

ていると考えられる,J

果肉を除1;･した稗(･は､遅くともおよそ1

カ)J以lj,]に手紙とし､ 3カ)j以仙二子Lt井するこ

とがTJIらかとなった｢ハクナノキの果実を採

集した林分に近い-T葉LLT鳩■.日lJITJの4月のJ卜rA

均気温は13.9℃､ 51~Jは18.OoC､ 6Jj　は

21.0℃で1′気象｢T- 1993)､ Jぅ三外においても

およそ1カJlで50%の椎J'一が碓井しているこ

とになるノ')i-llF,うにこのスタシイ林の林嫌では
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＼1.H･Lh lqt対　　　　　　　　1日ト　ハク+ノキの種了-mF

1()().-fあたり約126イこのJj三'[:および椎樹が生育

していた川Il､ 199Ll)_ハクナノキの党井的

糊と[･/出される′川から51王にかけては､分

イ=北lilil戎o)スタンイの聞卿脚にあたり(大

u,],I 1997)､このIrll.HTiにはEH葉を満柴させ､林

Jjこの光域Ei境もLl季に比べて明るい.状態にある

日Ll卜l鮒′l一一　しかし､ハクナノキの実生の

I,ifI.ヰが.ELL..いことから(1[け1994)､発芽後

の光jiulJiluJり汁の',上前に人きく影竿半している

もo)と.LLl､われる/従って､ハクナノキは光要

求性の掛倒椎であり,スタシイ休の林緑部

やギヤノブなどの)ヒ環境の良い場所において

仲川､卿持カ㍉り能であると考えられる,
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L州樹心は加傭割は毒軌1985.申L玉l樹木誌
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富山県中央柄物榔軒先報;ll

富山県婦中町常楽寺のオオツクバネガシとツクバネガシ

山下寿之l一･長井幸雄21 ･ ′ト路登-3'

1胤順中央植物圃　〒939-2713　富山県婦負郡婦中町上轡川42

2)副j県立小杉高等学校　〒939-0341富山県射水郡小杉町三ケ152()ll

3) 〒939-0642　富山県下新川郡入善町上野352

Que,cus takaoyamensis Makino and Q ･ sessillfolia Blume

(Fagaceae) at Jourakuji in Fuchu-machi･ Toyama Prefecture

Toshiyuki Yamashita.1) Yukio Nagai 2) & Toichi Shoji3.

1 1Botanic Gardends of Toyama.

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machi, Net-gun･ Toyama 939-2713･ Japan

2)Public HighSchool of Kosugl.

1520-1 Sanga, Kosugi-machl,lmizu-gun･ Toyama 939-0341･ Japan
3)352 Ueno. Nyuzen-machl. ShlmOniikawa-gunl Toyama 939-0642, Japan

Abst,act : The evergreen broad-leaved forest (ca･ 017ha) at Jourakuji in ToyZlrna

prefecture LS dominated by Quercus salECina Blume and has been considered to belong

to the Aucubo-Quercetum salicinae Sasaki However, we found that QJakal'vamenl

SLT MaklnO is dominated in part (cal 0･1ha) of the forest･ Q takaoyameny一一is very

variable in the shape of leaf. the length of petiole etc , and shows intermediate

fo,ms between Q. SeSS,['fol,a Blume and Q acute Thunb･ It is noteworthy that Q

takao.vamenSLS ISalSo variable in DBH and a number of juvenile seedlings are

found at the forest floor

Key words Quercus sess･lLfoLla, Q takaoyamensIS

富山県婦中町干一里の常楽寺裏山南東斜面に

広がるウラシロカシ(QLLerCLiS SalECLna Blu-

me)柿(面積約0.7ha)は､宮脇(1977)に

ょってヒメアオキーウラジロガシ群集に識別

された後､環境庁特定植物群落に指定され､

植生調査が定期的に行われている(富山県

1979)o　さらに､県自然環境保全地域候補地

現地調査が行われ(富山県1984)､昭和61年

(1986年)には富山県自然環境保全地域にも

指定されているCこれらの調査報告書には高

木層でウラシロガシが優占するとあるが､

1998年に筆者らが植生調査を行った際に､同

一林分内約0. 1haに設置された永久調査区(20

mx20m)周辺にオオツクハネガシ(Q･

'akao,vamensiS Makino)が傑[ける部分があ

ることが判明した｡

オオツクハネガシはアカカシ(Q.acuta

Thumb.)とツクバネガシ(Q ～el.～JlLf(,lEa

Blume)の両種の中間的な形態的特徴をもつ

とされ､両種の雑種と考えられている(′ト
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lTiL, 1 ～,ilI･i()LIS forms ()I leこIf in QLLerLLLL～ 〟川T`L trightmost) al-d thzll ()f Q ～-lL/(JllEI

(kfllll()St) and Q rtLkEL(71(LmelZm

林･粗目1959:)JI 1983:入城1989)ニすな

わち､渋身の形状はアカカシに似ているが､

別人jがアカカシより1..,rくツF/ハネカシよりも

li=いとい;)形fLEを′トす　また,オオツクハネ

カンはよりアカカシに似たものから､ツクハ

ネカシに似たもo)まで形態の変Ell.与が大きいと

されている(小林･緑川19591 '[)'上!いFlg

1)に′)こしたように､ ,,朋州/J川】の落柴を掠

l杖したもo)にもノ⊥_イ州C/)ノクハネカシと識別さ

れるものからィ.川のアカカシまで､多様な形

態であった

木;′liでは､さらにこの.洞介LズとそのlIl.]PFT

(約0.711`lIにおいて′( T'すする臥■:.r,A2m以仁の

7,カカシ､ツ]/ハ不カシ､オ寸ツクハネカシ

の樹帥o)Ll'lI ,.忍と仙■.lJlr'榊Ll)till)の批立をてJ

-,た　批正したのは1ゝ['.ほで25イこで､アカカシ

21､､ソクハネカシ3イこ(これらのうち2本

はl..J fl､からのIujii)､オ寸ソクハネカシ20

1､-L-あった√　7ノカ.カシはDBII28､ 82cmで､

調剤司体の中でもっとも人いものが(,Tまれて

た｡ -ノ)､ツタハネカシはそれそれ21､37､

39cmであ-,た′　オオツクハマ＼カシは1)HH

4cmの低JJr.i:.を構成する佃作か｢,､ 1)Bll

50cmlリ､卜のrl::,-イ州を構成するものまIL.多様な

サイス分llfを示した(Fig 2)これ仁,のオオ

ックハネカシはJ仙■.rillLl行の'JlJt'かLA)lfr J則し

て､比較的1■.-い個体であると増えられる　ま

た､林床には多牧の')三′1が′l flしているのか

組察された　オオツクハネカシがr那｢4棚で

どのように個体群を維持しているかを川Jらか

にすることは､仏と'.モ地域の維描■て理のTu.1■･.か

らもLT･:_紫であると考えられる　こ0).i:日工つい

ては今後の..耳と越である

オオツクハネカシが胤1ける林り∫は､日収

i,F),とJi;.L:淵に/JJh和することがl)]らかにされて

おり(わが川における帆l･iE l.Tはな帥桝巾お

よび脚紺,.#仰■己条目釧什物In'-L'蕗''州三測､

1996) ､いすjLの附存url:I,i::,A4()()m仙辻の杵､El



1日卜他　すす/lク′､了､カンと/クハT､カ/

DBH class(cm)

J EZ2]　　　四

Q. sessilifolia Q.takaoyamensl's Q. acuta

FIE. 2　Size-clとISS dlStrlbutlOnS Of QLIe,"E～ `tL.tElLL･ Q ve､､tlEf',-

lEa and Q TEIktL'''("''elLW in the forest of Jourakujl･

林で､ ),i.j辺[!).iiの伐採や柑林なとかなりの人為

の;;m半をうけている(li二島敗1979.ll雌県

19H())これらの群落の記載では､ Inr-,rktJ,=二

Iz.祝と考えられるツクハネカシが'JjLイけするこ

とは.u接されているが､アカカシについては

小明であるL　従って､常>il1-!羊の杯/JJhはオオノ

クハネカシ個体群のほか2椎を:zTめて′):fJ'す

ることから､ノ(I:術的にもきわめてITr'左な森林

耶栴であるといえる｡今後_ll'lfl､分において､

オオツクハネカシの遺[ヱ三的系統をrHらかに

し､ H　一杯ウJIJっに/(ィ1-L.するアカカシとツケハ

ネカシとのIi§】係についてもlHらかにするT,''上

である

また､ツクハネカシについて､宕川卜L`nfF

日971),北fJ 1.川日1979)や入場(1989)

は'.L1-川Il,L.ほH l丈海側の分布北r;l主としている.

I.L;-,;ilけ-i)旦Lli].-でのツクハネカシの/hHr'ほこれま

でイ川ll,F.I.-Llq部(ilH1県地域fltl物研究会鮎､

199.i)､岐l;, i,(た.i.L..,'等)､ブ二校′1二物教f川｢究公

(1966)や泣町牡南部(LLlli水1997)で知られ

ている1.L話LErl,[たでのツクハネカシの/I)kJIJは附

維されていることになり､ rj然にfit人したか

疑わしいところがある､ fTtE卜/'rrTF(1971)の

分仙朴では/.･;川JLL.I.-1ノ勺でのツクハネカシの分/l･

として2地点あげられており､そのうf,の1

地点が本調査地であるとJil､われる､)しかし､

)JHら　し1983)の｢'.Lj川lL,[,lHlfl物.誌･｣にはツク

ハネカシもオオツクハネガシも..己撒き]してい

か-　このため本紀で改めてツクハネカシ､

オオツクハネカシを'i･Hlll,i.r,の1鵬勿州に迫川け

る= /｢後さらに'.･ii.llJL,L.州でのノクハネカシの

分仰或を調査するとともに､ I(.;.;両L).T,およびそ

～
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のIEJ辺のソクバネカシ､アカカシ､オオツク

バネガシがrirJFrrFl()に生育するかを明らかにす

る必賢がある｡
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富山掛1-央植物閲研究報;lI-

ワカサハマギクの自生地とその現状

中田政司

富山県中央植物園　〒939-2713　富山県婦負郡婦rf.町l二轡m42

Localities of Dendranthema japonicum var. wakasaense.

Past and the Present

Masashi Nakata

Botanic Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada･ Fuchu-machi･ Ne1-gun. Toyama 939-2713. Japan

Abstract : Based on field survey made in 1977, 1978, 1979, 1982 and 1985, the

localltleS Of Dendranthema JaPOnt･cum var wakasaense, a threatened plant of Japan.

and the related taxa are listed The list includes only localltleSalong the coast of the

Japan Seal since those of inland such as around the Lake Biwa, ln Glfu Prefecture,

etc werealready reportedinthepreviouspaper (Nakamura& Nakata 1981). Chr._

mosome numbers were counted ln 410 indivlduals collected at 67 locallties. most

(371) of D･ JaPOnECum Var･ wakasaense were tetraplold with 2m-36 0r tetraploid-

aneuplold･ while 17 of D Jal"nlCum Var･ JaPOnlCum from four localities were diploid

with 2n-18 and 10 ofD lndLCum fromfourlocalitieswere tetraploldwlth 2m-36, as

prevlOuSly reported for them･ However･ indlVlduals of pentaploid. pentaploid-

aneuplold･ heptaplold･ and heptaploid-aneuploid of D. jaPOnECum VAT wakasaense

were found at four localities and they can be consldered to be hybrids between

tetraplo'd D japonLCum Var･ wakaSaenSe and hexaploid garden chrysanthemums(-

D grandEjlorum) It should be noted here garden chrysanthemums were cult.Vated

as garden flowers or found as flowers offered to small shrines near by 29 of 59 locali-

tleS･ The fact mayindicate that D JaPOnLCum Var. wakasaense has been threatened

physically as well as genetically invaded by germ plasm of garden chrysanthemum.

Key words ･ chromosome number･ distribution･ DendranfhemaJaPOnECum Var. waka-

∫aenSe, garden chrysanthemum. genetic pollutlOn, threatened plant

ワカサハマギクはリュウノウギクに似た白

色別人花の野生菊で､ 1934年に下斗米によっ

て福井県敦賀市松ケ崎付近で発見された(下

斗米1935)o初め新種chfTSanlhemum wake_

jaenSe ShlmOtOmai ex Kitam.として記載･

発表されたが(Kitamura 1938)､その後リュ

ウノウギクの変種　c makLnOT Matsum. et

Nakai var wakaSuenSe (ShlmOtOmai ex Kl_

tan ) Kitam.とされ(Kltamura1940)､

キク属の学名変更に伴って現在ではDendr_

anthema JalWnLCum (MaklnO) Kitam. var.

wakasaenSe (Shimotomai ex Kitam.) Ki_
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t礼m.と組み件えられている(Kltamura

1978)(

本柿は難色体放2n-36の部分異質LJL11古体

で(ド:ト米･'[/J本1940)､二僧体種の1)ユウ

ノウギクとllLl僧体棟のシマカンギクD. Indt_

(LLm (L.) DesMoul.または二二僧体種のキク

ダニキクD IMF(I/e (Maklno) Llngのケノム

を介せ持ち､佃体問､個体群問での外部形態

の変Mカリヾきく､紺q'd〕馴云,､祁()に種内分化を

′Jじていることが知られている(Tanaka

1952, 1959,旧Il' 1954)o

｢/カサハマギ//の分イFJ一域は‥郎附け郊外の

rtI竣IlljLから細井JhJ掛二1.-与る日本海側の海岸

桃とされていたが(ド:F米1935: Huziwara

1958, Tanaka1959)､細井･滋賀両県の川

LltL､の州を邦､ tJHJ火山地･鈴鹿山脈北部のイIJ

JJ(T.-l臥帳r.:LL.iの#lF斐川｢二lJTL部などにもワカ

サハマギクに似たJq僧体のキクが自/i_するこ

とが明らかになり(LFヰ卜中日1981)､ワカ

サハマギクと似耶()に共通する特徴をもつこ

とや分イri城が繋がることを考慮すると､こjt

LL,を､人きな変与■ほ含む同一一一の分類群(-ワ

カサハマギク)とみなすことができる([H

■ZT I IFlrH 1982)U

jh古はワカサハマギクの種分化を探る日的

LI､ 19771F:-から19851卜の間に鳥取県から福Jr

I,I.),の軸IIJTH戒でn′f-_地の,那亡を行ない､ 59筒所

の佃体Jlrから383個体について淡色体数を綻
'J上した,.洞査の週椎で家'AIJ (-キクD. g'EL''-

･IL/Iwu'ft (Ramat) Kltam.｢〕以卜､庭や畑に

肘■'.される【刻Ir減の意味で使う)が原因と推
I/iIされる排柿仰木がLl筒所から記S講さjt､特

に染色体敗のlfr.1IJIZLた雑相が観察された1耗

地については一一rしい,.JM亡を才jか､その宗lt紫を

HlIF,Lたが(中川1986)､ L'jJ卜地と染色体数

のテ一夕は末光炎のままであった｡般近発表

された環境llのfl叫勿).LIlレソトリスト(1997)

でTjかサハマキクが絶滅危･けとII禁則二ランクさ

れたことから､ l'T'l地とその｣i上状を牧羊ける

ことにした｡,一般に分イけ調射よ開花期に目視

N(). 4

で行われることが多いが､ワカサハマギクの

ように近縁種(具体的にはリュウノウギク)

との識別が難しく､また雑種が隼じるu｣能性

もある場合は染色体数の算'定によりLLI.6'4-なJ'lJ

定を行う必要がある｡その意味で､染色体数

の記録を伴う自生地の報;-t三･は意光がある(,

ところでキク属の場合､個体数の物lll!jl勺な

減少の他に､家菊との交雑による〕iUL:-的rlj教

も｢種の絶滅｣という意味では深刻なFlり越で

あるC家菊と野'_Lギクとの交雑例はlfI-くから

知られており(cf. rrll1T他1989)､緋椎佃休

群化したtrl,E▲地の例も報Irt;-さjtている

(TanakaeT〟l. 1985:申Fil ･竹r勺1998)(㌔ /,～

回､白生地においてワカサハマギク脚本群の

近くに栽培または献花された家菊がff-fJする

かとうかについても観察を行った,J

なお､福杵､滋賀､ _三毛､岐中一各LZ.ltのrJ,1陸

部に産するワカサハマギクについては､すで

に自生地と染色体数を報告してあるので(小

村･'l'lH 1981)､今回のリストからは除外し

た｡

調査方法

個体の採集､染色体数の算'定を伴うzJJhイIJの

調査は1977､ 1978､ 1979､ 1982､ 19851IA･に1)

なったものである｡ 19821t:･の調掛ま文部'Ill科

学研究'館補助金No　57740383によって､ 1985

年:･の調射ま､ [恥二朴学博物軌二よる　r日本L/lJ

島の臼然史科学的総fHl)F究｣の約41UJ調イ｢

｢北陸･ lh陰地域のl j然史料Jl;/I('T/J総(ナ研究J

の椎分化研究HEとして行われたし,

自′1-_の調叡ま調査地域に.llr.jliするすべての

キク),Llll,柏物を対象とし､個体粁のサイスに応

じて染色体数算'jifのためサンプルを1 -枚r

個体採取した,,分布が連続する地域では致km

おきに抹尖を行った｡探射ま､通常1株から

紋本ないし卜教本LI-_えている半から1イ二を抹

I)ナけの柴1Jl!で採取するたけなので､個体とし

てのlJ二続には影響を')･えていない..).MFり'[
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＼I;lrLh 199日　　　　　　　　　　　　　申Lll　ワカサハマギクの日'f~地

lH ､指',if地域小目二おける利別の採Ⅰ払許IrlJ-をい

たたいたl対休機rシさ】糾､rl,調雀の　一部に協jJい

ただいた■llH　享1㌔にお礼rllL El.ける｡

探ijーした仙休はT_'L:良人∴[':ftF.学部または国;ll

什[''仲物鮒筑波′丈験植物関で鉢栽培し､根端
'Jjhlfu'･fL織を川いて押印賀オルセイン染色一押し

LHLtJ､でr^J七色体の桃幣を行った(田中.中田

19払2)証拠fllりこは末J毛に著者の採集個体番

ljで小したが､イ',-1;のZ'iIL地については作成

でさなか-)た

結果および考察

ワカサハマギクおよび調奄地域内で観察さ

れたリュウノウキク､シマカンギクの自生

地､淡色体数､ [上l生地の現在(1998年)の状

況をTablelに示した=　自生地は原則として

1 5Jj地形l朴二ある近傍の地名を用い､読

みは｢11'･I戊4 L7=一新版　新円本分県地域｣に従っ

た　佃休群の大きさは､ 10個体未満を小

(small)､ 10-50個体を中(medium)､ 50個

体より人きいものを人(large)とした｡ 1998

叶の糾ItT,Liでは､かっての自生地に個体群が認

められずl別宴した場所にも全く個体群が確認

できなかったものを絶滅(extinct)とし､も

との個体群に代って隣接する地に個体群が観
Ir,モされた場合はその人ききを括弧内に示し

た　なお､ i;.:#r;]fJJ伊根町大原の自生地は今回

朋介できなかった′,家豹の有無については､

個体群の近く(概ね50m以内)の人家の花

).L･'rl.､畑なとに榊栽されているものを栽培(eul-

livとItion) ､ IWi)や地蔵尊に活けられた切花を献

花(offerlng)とし､開花中の花があったも

のについてのみL,Ll録した｡ Fig lには､内陸

I;1'の個体群(ILE付　中川1981)を含めた17カ

サハマキクのL']'f-_地と､調査地域内で観察さ

れたリュウノウキク,シマカンギクの産地を

'JlLしたJ

1.ワカサハマギクの分布

州:l且は):'川丈IhJ姉川1池の仲岸で､ 1977年Itl'1時

:):i

は林絹の道路法面に′ト矧･Jlが放Tll･?H昨比られた

が,後述するように現れiは経.もとできなかっ

たr L.'iJl杖riIでは､海ILJlLから4km入った雁令

IIJおよびTEL][蛸の打_陵山)山恥二もノく小の個体肘

が観察されたこ111Lf'Z.::邦ではL.'川丈LE.lJl; )こ叫から

兵唾､京都､福井の待府lj.1.にLLられ､北r:l之は

袖什県袖Jhfi和布であった｡分布は郎?～JIL的

で､特にi.li紋(,hinlJ.!=別でその傾rr'r]が大きか-)

た　股も大きなzJ]L/Tiのギヤノブは処廿役l'-IF∴さ

にあり､琉都府の網野町から付根町まで約20

kmにわたって'/川lJが途切れている｡ 1977111･

から1979年にかけての調瀬畔に個体群の密比

が高かったのは､舟畔県と福州,をの越前ilL)JLE

であった｡ fJ,J陣産の自/ト_地(申柑　り1日r

1981)を含めると､ワカサハマギクの//lHlJの

全体像は鳥取市から福井市にかけての軸JLll

部､若狭湾と喜岩琶湖の間の内陣部､およびi占

琶湖東部の石JJi岩地域となる｡

調査地域IJ.)では1)ユウノウギクが兵坤Ll.I.1ごJ

同市､京都府網野町､伊根町で､シマカンギ

クが兵庫県豊岡市､京郁府舞鶴市で観察され

た｡これらの種とワカサハマギクの個体群は

最短で3km維れており､混/1三している場所

は見られなかった｡

2.自生地の消長

1998年の観察では､ 197717:-から198511:-にか

けて調査したワカサハマギクの自生地5911/;Ilr)i

のうち､ 17箇所(290/o)でもとの個体群がワニ

われていた｡このLT]で､調査地に隣接した域

所に個体群が見られた場所が6箇所あり､こ

れを個体群としては同一と比徹して17筒所か

ら除外すると11箇所(19%)が絶滅と下り即さ

れる｡注意しておきたいのは､この経てliで

｢絶滅｣としているのは調査地およか冬め

隣接地から個体群が消えた場介のことであ

り､ ｢絶滅｣とされた調射也の近くにrJカサ

ハマギクが生育していることは充分考えられ

るということであるこ.洞査がイく卜分であるこ

とは白めないし､ ｢ない｣ことの祉l川j: ･股

に【*J椎である-　いずれにしろ約2011:･rLl"のうち
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に､調11t地の約3',i.TJにおいて､もとあった佃

料.trが消火したことは･Jり三である

もとの州体群が拭っていた41flF?irTrrについて

みると､個体群の人ささが回相愛であったの

が3〔)fL.;11叶､小さくなったのが10筒所､大きく

なったのが1 f'}:11好であり､ 1ゝ休としては佃体

JFTがWl･l小している傾伸二ある

1rl+,]附汀の.IizJはや称i小は′卜f),環境の変化が原

＼0.ノ1

rJ＼lと考えられ､ ;)この4つの柴因を挙げること

ができた- 1 )flIl_Lf-遷移∴l'Hrirr川.日HFlfIS

2.1. A′ ) ､ ,ri摘;Jl')J網野rけり:FnlLn1 I.I.川--Ll.し州別】

楓崎､ IF･Jに浜なと､｡ 2))凸路改良､ I;ガ災LrJIA

鳥取rh'三津､同JilL~!JA-､ li,:EZ;rfAIJ網野町磯､同網

野､ fFL.1.井県小淋i]-r'lAJiJ (Figs　2B. B′)な

と､こ　3欄発:細井Llrり(蝕EHJ',F;･rfl'!(FlgS 2C,

C′)､福井県越前町越flJffI叩, 4日'E雛災1.i.

ドiLirl 2･ i;11､ 1r("一mentこ11 〔hZlⅠ一geS Of 1()calities ()f D(,nLIl`"Il/桝7`L /ELI)("71川/日,ilr. ltYIAuyEJmr

=- 1979 (left)こ"d 1998 (rightJ A & ▲＼' Fukui. TottorlClty. WllCreth…･iHTi-

n･11 p()pukltl()Ⅰ一､､･こIS lost 1)) ､egetこItionと1】 successl()I-　B & B' ll()I. 01)こ1111`l CJly.

lTLlkul I)ref ･ ､､ here the ()rig)n上ll p()pukItLOn W(lS 1()sl by roZld lmprO＼elllL､nl C & C,

＼llyこId()lr-Ll･ ()()11Cho･ rLlkL= I)ref ･ ､､-helでtlle O1-1g=-al p｡pulこlllr)n W之IS rL.duL.e(I I)), dLL

vel()PmC.nl帆,()rk



ll.1rLh lqqO　　　　　　　　　　　　･1,EH ')カサハマギクのrrl/1:也

It.1))rLl.r.J越川州に‖l､ Ir･J/l-.イlJ｡たf=L2 - tlに

ついてはlil･IJ､からのlfl祭であり､各安田がl自二

接のJi;lIJJJでありたかとうかは継i'.)'c Lて観察し

ているわけではないので断定できない｡ rュ事

1九iiJに､柑/卜r笠移によって消失あるいは減少

していたl)]胎作もある｡

llLJJ-LrTiI別では個体群がよく残っていたのは兵

Jf,_LI.しで､ ,洞1｢した13箇所のうち10箇所でほぼ

r,.]相生の大きさの個体群が観察された｡市街

地にあってほとんと変化がなかった鳥取市丸

lllrllrの佃体1.rTr-は､ rh'指定文化財である維水海

氏ilL･)のIIIfJl川にあり､この場合は別の矧tlから

であるが､ lH_地が保護されていると個体群

が経ることをよくホしている｡

3.染色体数の変異と家菊の影響

税察した383個体のうち､ 96.9%にあたる

371個体は2n-36のili四倍体であったC残り

はllLl僧体の実数体(2n-35､ 2n-37)が5個

体､ J工僧体とその異数体(2n-41､ 2n-45､

2n-46)が′i脚体､ L倍体とその異数体(2m

-62､ 2n-63)が3個体という内訳であっ

た,,このうち染色体数2n-62の2個体が観察

された鳥取県岩美町障上の個体群については

詳しい観察を行い､この個体がワカサハマギ

クと家菊との/k経に由来する､染色体数の増

JJHを伴った雑椎であると推察した(中田

1989)っJEl.i.井rf]A和布で見つかった正七倍体の1

個体もl朋求の起源を持つものと考えられる｡

リノ一､五倍体レベルの2個体が観察された舞

鶴rfJA小橋の個体群であるが､ 2n-45の個体は

fl状花が扶黄色, 2m-41の個体は淡紅色であ

i)､紫も5申裂するなと家菊との交雑が強く

示唆された｡家JyJJの炎色体数は四倍体から九

倍体レヘルまで帖広い変異を持つが､モ-ド

は2n-54の/LJ僧体であり､複雑な六倍件異数

休肝と考えられている(Shimotomai 1933,

i)owrlCk 1953.遠藤1969a.b)o従って五倍

体レヘルの個体は､ ｢7カサハマキクと家菊と

の雑作､または雑梢とワカサハマギクとの威

し交雑に山来するJ-孫と考えることができ

.1 ll

る｡鳥取市覚.j:の個体群で糾'gT.享された/r二1.･l'(休

異数体の2個体もl‖J様である.

t:倍体異数体が見つかった陸卜の個体Jfl--で

は､その中に地蔵尊のl耐があり､ 198511:-､1'1

時､開花中の家菊の献花が比られた｢､ ｢ノカサ

ハマギクの白生地に限らず､ノジキク､イソ

ギクなど海岸に分布するキク鳩植物の個体群

の近くには花壇に植えられた家菊や袋､ ll]riト

の菊の献花をよく見かけるが､実態はIl)jらか

でない｡今回､ワカサハマギクが観賀要された

48の自生地についてみると､近くの人家の花

壇､鉢植え､畑なとにr那ヒ小の家菊が見られ

たのが24箇所､伺などへの献花(Flg. 3)が

あったのが5筒所､計29筒所約600/oで家'j抑)

存在が確認された｡染色体数の変与'･!-と今lLllの

家菊の観察結果とは､時間で約20年のずれが

あるためそのまま関係つけられるものではな

いが､現在､家菊の花粉がワカサハマギクの

個体群-供給される状況があることはlHらか

で､過去にもあったであろうことは想像がl1｣

能である｡

環境庁(1997)による｢椎物版レノトリス

トの作成について｣には､ 『野Jr:./ト物をJJi

的に絶滅させないためには､絶滅のおそれの

ある種を的確に把指し､一般への理研をJiこめ

る必要がある』との目的が[1;=かれているい　ラ

ン科植物のように絶対的に佃体数が少なく､

かつ園芸目的の探範の対象となる柑物につい

ては､自生地の公表は低量に行う必安がある

が､比較的個体数が多いワカサハマギクのJ勘

合､むしろ限られた分布域の中でのl'川地の

変化を把握することが重安と′牡われる〕この

視点で､ワカサハマギクのF川三地の塊状を紬

告したC

ワカサハマギクは他のキク).･jSとll.J様に明る

い裸地を好むので､新しく作られた道路法Irll

などでは急速に個体数を増やすことがあり､

場所によっては人群落を作っている　しか

し､かっての[1qr脱の烏収汗]一湖山池では絶滅
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Fl居 3･ PopulatlOnS Of Dent/,`(,"hemaJalnnECum Var･ waktL5aef'Te and garden chrysan-

themums (- D grandLj7,,rtL川) cultlVated or offered to small shrine A Age.

Kasumi-cho. Hyogo PreL with cultlVat10n Of garden chrysanthemums(こIr-

row) (Nov 21. 1998) B Matsugasaki,TsurugaCity. FukuiPref. wllh fl()Wer

offering of garden chrysanthemums (arrow) (Nov　29, 1998) Arr()wheZIds

sh()w D JEL/'(〝T'Lum Uar. H ltkltsae17Se



M<lrCh lq90　　　　　　　　　　　　　rl叩1 r)カサハマギクのf'仲地

し､また北r:Rに近い越前JfLj岸でも個体群が消

滅した場所があるなど､分布城/.モ体ではこの

20年lZTFJで碓プ三にI'!舛地が減少しているC　ま

た､家ううによるワカサハマギクへの遺†云的汚

染という山では､すでに4筒所でその事実が

あり､状況から､今後さらに増えることが予

想されるL Hに見える個体の減少たけでな

く､ )Zi伝的な11｣身でも分頬群としての独立性

と多様性が保たれているか､桝杭的な調査が

必要であるノ

1977年から1979年にかけての調奄研究は､
'113時のTiこ鴇入学押学部教授M中隆荘博十の指

噂の1､で行われた｡改めて厚くお礼申ししげ

るo　また､ J郎副二対し有益なコメントをいた

だいた富11雌HT央柿物関民業Jl1追悼十二にお礼

申しl･.ける｡
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19t;5. StudleS Of diversity ln the Com-

p()sitlle I Ilybrid polymorphlSm and

chromosomとll mechanlSmS in decaplold

C/〝1 ～〟nlhemutTE PaCLfE-'LLm (2n -90) and
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付　韓

日'J地の蘇り(Tablel､ Fig. 1に対応)

と地^/.に紙いて､染色体数とaLL拠標本の個体

蘇;)を示す｡

【伽llLL71J 1.細井:2n-36, 1041 - 1044.

2. ･:沖　2n-36. 1118, 1123, 3075-3077.

3.浜坂2n-36. 18067. 4.丸山町2n-36:

lO33, ll()7, 2O73, 2074, 2077, 2083,

3078, 3080, 3081, 3085, 3089, 3110. 2n

=37, 1116. 5.雁金山　2n-36:1036-1038,

2()43, 2052, 2O53, 3115, 3116, 3119.

6･日,.IB!J-　2n-36.6225,　6227,　6229,

623O, 6238, 6240. 8.大谷2n-36, 2008.

2()10-2()14, 2016, 2018, 2024, 2027,

2028, 2033, 2034. 9.陣卜2m-36.1001,

6243, 6247- 6252, 6254, 6257. 2n-37:

6255･ 2n-62,62LILl, 6245. 【兵庫県】 ll.

第7羊: 2r1-36,3153, 6266, 6269, 6272.

12. J■'.li二　2n-36, 1026,1027,6300. 13.阿井:

2n=36. 3158, 3161, 3164, 3167, 3169,

3170, 3181, 31H2. 14.余部　2n-36,1048

､1O51, 1128, 1129, 1132, 113′1, 1136,

PIO. ′1

1137, 1139, 1981, 1998, 2003, 3158, 3161,

3164, 3167, 3169, 3170, 3181, 3182.15. 5..J;:

2n-36: 1052-1058, 1140, 11′il, 1145.

18.上計:2n-36: 3207, 3210. 2O,猫崎:

2n-36:3235.　21.竹野2n-36. 1009,

1010, 1014. 23.瀬戸2m-18(〟 /叩｡〃∫(M"

～,ar JtIPu77L(lm7), 3238,　3242,　3244.

24･気比:2n-18 (D J〟I榊〃"u′肌ar JEtI'm7'

cam). 3265, 3268, 3270, 3275, 3278. 25.

田結:2n-36(D. zndt(u'n). 3252, 3253. 3257.

【京都府】　29.網野2m-36.1906, 1908,

1911, 1934, 1936. 31.本rj三Ll毛･2n-36. 2085.

34･伊根. 2n-18(D. jalW'Mu〝=ar. JalnnL-

(〟m): 3282, 3288, 3289. 37. lI′　2n-36

(D L'7dtc〟m) : 1067. 40.小橋. 2n-36. 1071,

6321-6330,　6332-6335, 6337, 6338,

6341, 6347. 2n-41:6340. 2n-45.6339.

41.野原2n-36. 1074, 1882, 1886.42. 11日F

2n-36: 1075. (福井県】 43. ,.L;渇.2n-36:

3314, 3316, 3332, 3344. 45. 41日lt.2n-

36. 1079, 3354, 46. 'Li.:留　2n-36. 1021-

1023, 47.青井･2n-36 , 1864, 1867, 1868,

1870. 48.塩坂越2m-36, 3366. ′19.遊∫一:

2n-36:1003. 50.神子.2n-36. 1005. 51.

常神: 2n-36:1015, 1016, 1()18, 3359.

52.和田:2n-36:1260, 1267. 55.松ケ崎.

2n-36: 1081, 1776, 1778, 1779, 1785,

3375. 56.江良:2n-36; 1083,1()別, 3387,

3388, 3396, 3398, 3400. 57.剛l,守. 2n-36:

1002. 59.米ノ.2n-36. 1006, 1()07, 3495.

60.厨:2n-36: 3479, 3481. 61.梅浦･2n-

36:1413. 62. Fl･.]=:2n-36.1406, 1/111,

1412, 3462.　63.越前岬:211-36.6()ll.

65.八才J'･2n-36.1391, 1393, 1395, 3439.

66.小丹生.2n-36.3428, 3431, 3432.

67.和布　2n-36. 1791,1795. 2n-37, 1799.

2n-63. 1793,
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絶滅危快植物ミズアオイ(Monochoria korsakowii Regel

& Maack.)の富山県内における分布について

神戸敏成

富山県中央植物園　〒939-2713　富山県婦負郡婦中町上轡田42

Distribution of Monochoria korsakowii Repel & Maack.

(Pontederiaceae) , a Threatened Plant, in Toyama Prefecture

Toshinari Godo

Botanic Gardens of Toyama.

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi. Nei-gun. Toyama 939-2713, Japan

Abstract. The distribution of MonochorLa korsakowLL Hegel & Maack.. a threatened

plant in Japan is surveyed in Toyama prefecture This species was observed at ten

()ut ()i 15 1nVeStlgated sites i一l 1998.

Key w()rds distrlbution, MonochorLa korsakowEE. threatened plant. Toyama prefecture

ミスアオイ(MonochorLa korsakowLL Regel

&M之IaCk)はミスアオイ科に属する一年生水

/_L榊物で､アジア束部に分布し､日本では北

海道から九州に分布している｡近縁種である

コナギ(M(wzo(jwrEa I,agLnalt† (Burn. fLl )

Presl　ヽ乙Ir. pl'LntEZgLnea (Roxb ) Solms-

Laub.)とは花序が葉の上まで突出すること

(Fig 1)や果実の形(Fig　2)によって､開

花期以降であれば識別は容易である｡しか

し､それ以前での識別は難しく､両者を誤認

識していることがしばしばある｡かつては水

円雑草として.W.除された広汎種であるが､硯

II三では､絶滅が心配されるようになり､ 1989

畔に碓行されたEi本のレノド･テ一夕･プノ

クである｢北が【正】における保護上重要な植物

種の現状｣では危急桂とされ､その後の日本

I)ltI:Tl･'f-_耕･TL?･束手刷勿レソトリスト(日本柄物分

鰍､rI:会絶滅危･l],tWt物問題専門第一委員会

1998)では絶滅危棋II禁則二指定さjしている=

その原因として､一般的にはEL育地であるi.IIl7,

地の減少や除草剤の影響が指摘されている

が､嫌気条件と光が必要といった特殊な党11--

特性も報告されており(神fr 1997)､減少と

の関連性など興味あるところである(､

1983年発行の富山県植物誌によれば､結IFl

県内では黒部市生地､富山rlJ一水橋､神明､り

島などで生育が確認されていたが､ ｢花が回

における保護上重要な植物椎の現状｣ (1989)

発行の時点では､すでに黒部Ffl生地､雷【=rff

水橋､富山市神明のものは池沼の改修で絶滅

し､わずかに残っている場所として冨日川J草ー

島､四方だけが報告されている｡しかし､こ

れらの場所にも現存しているかと､うかは小rljJ

である｡また､富山県の水/I:_植物(1995)に

よると,t菓郡市生地神区では1991年にf]:.fJl'が確

認されたが､ 1993年には生ffが確認できなく

なっている｡

姑近になって､射水郡小杉町l fl波､如1/!耶
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Flg l･こl) Flowering plant ofM("7√ノ〔･h｡rL`'kwjELk0-1''Regel & Maack b) Flow-

erjng plant of Mt",och,,rtE, -,`LgL〃tIlL, (Burm･ fll.) presl var･ /'Ia′7lELgL'7ど`L

( R()Xb.) Solms-Laub

No.4



March 1909 神l-　ミスアオイの分布

'0　20…Jo ploQD15品6ロ.エIqA阿

06と　　Oe1　0L乙　　09石　　0gと　　0▼之　OC1　011　OIZ
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Fig 2　Fruits of Monochor'a I,agLnalLS (Burn. fil.)Presl var pla'7lagLneEL (Roxb )

Solms-Laub (abnve) and MonoclwrEa kor†akowL Regel & Maack (below)

婦LH町卜轡Hlの富山県中央植物園内(神戸

1997)で生育が確認され､県内各地に生育し

ている可能性があることから､ 1998年夏､富

山県中央植物園の｢植物園f=より｣や新聞を

通じて情報提供を呼びかけたところ､多数の

情報が植物園へ寄せられた｡これらの情報を

基に現地調査を行ったので､その結果につい

て報-告･する｡

調査は1997年までの生育確認地点である小

杉町ilJ舷の調整池(Fig. 4)と婦中町上轡田

の植物園内(Fl藍.4)の2カ所を含む吉山県

内15カ所について､開花期から結実期である

8月から11月に行った｡

その寺rFl果､ fF.Hul-r'市では生地神区の2カ所

(休耕日､ Flg. 3)､新湊市では野村､奈呉の

汗､新堀の3カ所順水路､ Fig.41､小杉

町ではニケの1カ所(用水路､ Flg 4)､氷

見市では川尻､万尾の2カ所(休耕田､

61

Fig.5)の8カ所で新たにミズアオイの生育

を確認することができ､合計10カ所で生育を

確認したo他の5地点はコナギの誤認または

生育不明であった｡

ミズアオイは個体数の年三変動が苦しく(狗

野1994)､小杉町戸破の調酪池と輔rf.町l二轡

田の中央植物園内の個体数も激減しているo

前述したようにミズアオイの種子発芽には光

が必要(神戸1996)であることと､両生育

地とも数年前に水田から造成された場所であ

ることから､造成した際に発芽条件が整った

ために埋没種子が一斉に発芽したものの､他

の植物の侵入によって光が辿られ､椴近は発

芽が阻害されているのではないかと考えてい

るo

また､生育地による大きさの差があり､新

湊市､小杉町の用水や調酪池で′Hfしていた

ミスアオイは大型で､黒部IrJJ､氷見rf7-の休耕



62 Bull Bot Card Toyama

2.5　　　　5kn)

FIピ 3 I)1StrlbutlOn ｡f MrノnE)(h(ma A(mELA()wEl Regel & Maack･ in Kurobe City

No, /i



MZlrCh 199L) 神J･ミスアオイの'Jjl/1】

2.5　　　5kJn

Fig　4. DIStrlbutLOn Of Moo()Lh〃rL'a korstlkmHE Re巨el & Maack ln Shlllm111乙ItO City.

Kosugi Town and Fuchu Town.

(;3
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2.5　　　5h

FIL1 5 Ⅰ)lStrlbutlOn Of Mono｡7("Ea kor～aklTt川Regel & Maack ln Hlmi City

＼11∴



M`LrLh lt)99 神目　ミスアオイの/)♪布

Ll】や:l･.Ti･LHl叶の中火桝物閣内で生育していたミ

スアオイは′ト付!であった｡しかし､その要Lkl

がj臼Iム的なものであるか､環境的なものであ

るのかは､税段階ではuJjらかでないL

ミスアオイの/hflAに関する情報を提供して

いたt=いた上之相良佐氏､小路登　一氏､ ′安倍松

Lf.LLt､竹l人J道(･氏､片岡殿泊氏､揮tll静穂

氏､純子i幸イー氏､森越降宏氏に感謝の意を表

します
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富山県フロラ資料(3)

大原隆明
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Materials for the Flora of Toyama ( 3 )

Takaaki Oohara

Botanic Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machi, NeトgUn, Toyama 939-2713, Japan

Abstract. Throughour recent field surveys, ten taxa are newly recorded as mem-

bers of the fl()ra of Toyama Prefecture They are AgroSTLHtabrtI, F'oltp(,g()n ml)ilPe-

lLefllE～. FeitulEL megalura. Poa acroleuca var mbmonLILformE-. PunECum lELnlLgEtZlJ･tut.

Bu/b()50,/Li den5lL Var. CaPltala. Saglna PrOCumbenj, Verbena obi(tnalls. PhacelLLlnThLLT

TLibLjl(wEL､ and DEOdLa tereS Some specimens ofpoa a(ro/euco var l〟bmonLILformtS have

been reported under a different name. whlCh Was erroneously applied to them.

Addlt10naHocalities are reported for SctrpLiS jluHaTtlLS Which has been known from

only a few localities ln Toyama Prefecture The present study lS based on speclmenS

preserved mainly in the herbaria of the BotanlC Gardens of Toyama (TYM) and of

the Toyama Science Museum (TOYA).

Key words　flora. new records. new localities. Toyama. vascular plants

富山県のフロラに関する文献としては､大

川ほか(1983)､泉(1980, 1988, 1989a, b)､

人附(1996)､大原ほか(1997)､大原･中

日(1998)などがあるが､富山県のフロラが

充分に解明されたとは言い難い｡筆者らは､

富llJ県内における植物相とその分布を明らか

にする目的で､屋外調査を続行している｡ま

た､ ､l'r陸】には各方面から県rAJの植物に関する

げiJffiが'.寄せられることもあって､新たに富山

L,r.I.のフロラに追加される植物や､富山県内で

の.言己5,未が少ない植物の新たな生育地が確認さ

れつつある｡姑近確認された情報をここに報

;liすることとする｡

/,h回'rr;1;[=t1.1;新記録として報告するエゾヌカ

ポAgrosIL's scabra Wllld.､ハマヒエカエリ

poITYIWgOn mOSPelLenSES (L.) Desf.､オオナ

ギナタカヤFesluca mega/LLr-a Nutt.､タマミ

ゾイチゴツナギpoa acroleuca Steud. var

-ubmonlllformE'S MaklnO､ニコゲヌカキヒ

pa′7LCum lanugL'10guJ Ell.､イトテンツキBu/-

bosn･/LS deyLSa (Wall.) Hand -Mazz var.

caFNlafa (Miq.) Ohwl､アライドッメクサ

SagLn(I PrOCumben†し､クマツヅラVt･rbL,〝a

o節目nELLES L.､キヨスミウツボphtlCellunThEL,

TubLj7orus Sleb. et Zucc.､オオフタハムグラ

DEOdlaTere5 Walt.はいずれも卜述のkJl枕に

はその名があげられていない,このうち､オ

オナギナタガヤおよびオオフタハムグラは'.I;A･.'
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lLlrけ科学文化センターの標本庫(TOYAJに

LE,1J勺で採集､同'jiiされた標本が収蔵されてい

たが､文献l二の,.Ll録がなかったものである｡

また､クマミゾイチゴツナギは県内で採集さ

れた標本が基本変種ミゾイチゴツナギとして

巨はIl.J-されていたものであるC　ウキヤガラScl,_

/,uり7uHalLLEl (Torr.) A. Grayは富山県内で

のEll′卜_.i己録がごく少数しか知られていなかっ

たが､ /卜回新たな自生地が4カ所で確認され

た､

以卜に報告する植物の標本は､富山県中央

植物附標本庫(TYM)､富山市科学文化セン

ター標本樺(TOYA)および東京都立大学理

学部牧野標本館(MAK)に収蔵されている｡

1 ･工ゾヌカポ　AgrostESS｡abrtJWllld.イネ

科
I.LiJ;山県新記録0本種は北海道および本州中

北祁ほかシベリア､北アメT)カの日当りのよ

い山地の路傍や草原に生育するとされる(大

jI 1983)｡富山県の周辺地域では､長野県

(l′川1997)､岐阜県飛騨地方(佐藤･後藤

1966)､イ川】県(里見1983)から報告があ

り､東,i摘;_､','.大学理学部牧野標本館(MAK)

には新潟県北蒲原郡豊浦付目[仲浦村)で探

1ji-された標本(MAK 160599)､冨山市科学

文化センターの標本俸(TOYA)には新潟県

北浦原郡しい条町村松浜(旧築地付村松浜)で

採集された標本(TOYA 20565)が収蔵され

ているr) /沖1､第山県新湊市で兄い出された

災川は剛E期にあったが､根山菜は細く糸状

で､ H錐花序は其部に小穂がつかず､茎の半
'JJu､卜の良さを■l'-めるなと､エゾヌカポの特

徴とよく合致することから本棟と同定した

(Fig 1)r/この熊川は､ロシアなとの外国貨

捌lFの出入りする富山新港に隣接した湿潤な

砂㌢fのJ'll :I地にあり､前述の隣接各県での生

ff場所のほとんどが内陣の山地帯であるのと

はlJJ![川勺であるL-北村ほか(1964)は本性の

日本t州Uの'J)HrilEJ駅を北陸地ノ)としておl) ､

Flg. L Speclmen Of Ag'▲√'sTt† tClLbl･rI

collected in Shlnminato City.

Toyama Prefecture　(でYM)

Scale indicates lOcm.

富山県は本種の分布南限に近いと考えられる

が､低標高地に出現したことにはやや不1′燃

さを感じる｡今回確認されたエソヌカポの周

囲にはホソバヒメミソハギやチクコススメノ

ヒ工といった外来種もかなり繁茂していたこ

とを考慮すると､当地での本種のif･_青は外来

のものである可能性も否めない｡なお.この

ほかに北陸地方の海岸で採集されたエソヌカ

ホの例としては､牧野標本鰍二収蔵されてい

る福井県′j､浜市小浜漁港産の標本(MAR

270498)があるが､これはエゾヌカホ同様の

長い花序をもつものの､誰凱二微毛を放き､

長いLtがあるなとの特徴を,l(すことから､森

(1988)が神奈川県への侵入を批■,一している

ナンカイヌカホA.abenELCe･EL Gmel.であると

考えられる√)

参考標本･富山県新湊rhA抽/とtrtT｣,人批rI/'i

明, 1998. 5. 31 (TYM).

2･ハマヒエガエリ　po/1･/'仲川川''V'ぐ/′ど′桝､
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FIピ. 2. Iiabltat Of two taxa of Po/1･P()gt)a ln

Shinminato City. Toyama Prefecture

Two halrly green innorescences (ar-

row) are of p m(wLTl)elEe′川S. aCCOmPa-

nying with p jLEgEL_r Wlth brown lnfl0-

rescences White inflorescences in

background are lmperatEL C_V/EndrECtL.

(L) Desf.イネ科

I.LfF-I.'tLJ県新記駄こ　本梓は本州から琉球の湿っ

た砂地にL_1:.え,海岸近くに多いとされる一年

早(大井1982a)で､富山県に隣接した地域

ではイ川r県(t皇妃1983)､長野県(白井

1997)から占dS.読がある｡富山県内では同属の

ヒエガエリp.jLILqlu Steud.が河川敷や田の

畔などにこく普通に生育するが､今回新湊市

海竜町で確認したものはこれとは異なり､竜

旨flP)巴はfi:く銭,玩,rLI本体の3倍以上､ ′ト穂の柄

はItJhJ;とrrT川ミかやや上長い柁度､ H錐花序が非常

に密に′ト穂をつけるといった特徴を示すこと

から本椎とTlrl定した｡なお､今回の確認地で

もヒエカエリとf昆在して生育していた

(Flg　2)が､ I'f梢-の中間型と思われるような

lLItI

個体は確認できなかった｡また､ユーラシア

大陸に広く分布するとされているF' ITZfLJEfl-

musは著しく寅い亡をもち本伸とよく似てい

る(Tutin 1980.郭1987)が､新湊IIJJのも

のは竜頴先端の切れ込みが拭く')ti端がやや')ミ

形となる点､外頴に菅があるJJ･.を仰認し､ハ

マヒエガエリであることをqIT:H話iした｡本椎は

E]本のほかヨ一口ノバ､アジア､アフリカ､

北アメリカの暖帯から温帯にJiこく/)川Jしてい

る(大井1982a)｡今r[】]の確認現場は卜述のエ

ゾヌカボの生育地と隣接したflIJl､'/-地であるこ

とを考慮すると､本種に関しても本来の日FL

によるものではなく､他所から遊ばれてきた

ものである可能性は否'iEできない｡

参考標本:富山県新湊市海捌け,ノ(J別条

明, 1998. 5. 31 (TYM)

3.オオナギナタガヤ　FesTLLLEL megEJl〟rLE

Nutt.イネ科

富山県新記録｡本椎は北アメ1)カの人.)′洋

岸に自生する　一年草(Gleason 1952)で､ ll

本では西日本に多く野生化するとされている

(大井1941, 1982a)し〕北陸地方でもIll.紘

(1983)が石川県､福井県姉御iJF究会(1997)

が福井県から報告しているほか､如山都､:,_入

学牧野標本館には新潟県新掛市で採ijtされた

標本(MAK 154108)が収蔵されている｡,本

種に酷似したものとして.富山県内でもこく

普通に見られるナギナタガヤF myLuT)～ L.

のほか､神奈川県(森1988)や岡山Ll.I: (狩

山.小畠1989)などで佳人が確認されてい

るムラサキナギナタカヤF l)cTl)jloru Walt‥

沖縄県(島袋1997)で記鎚があるイヌナギ

ナタガヤF. derTonensL～(All,)Aschers el Gr-

aebn.などがあるが､小穂が5個以卜の小花

からなる点,節-竜頴は第　二億頴より紫一しく

/ト型(1-2mm)である.L:.I(､外頴に縁tが

疎生する点を確認し､本棟と同定した√ /,lL]l

本種を確認したのは婦rlTWJの神通Jllや北肘`l

動車道に程近い水凹脇の路傍で､ナキナタカ

ヤの群落中に敗個体が温′I:_していたr I,L;1.11け.l.-



13ull Bot Card. Toyama

Fig　3 1i;lSこ11 pZlrt ()f culm ln Pt'(…(r〃leLECLL

vとIr　～〟bm()nE/I/()l･mEI COllected in

T()yzlma City (TYM). Scale indicates

I i.rll

r勺での′F flAにIuJ Lてはこれが机記録である

が､ I.I.･.'IrlrFJ什?':文化センターの標本樺には､

li )F一州･'utが196()1F:･に魚津rF7で採集した標本

(rrOY八1192())が収蔵されており,本種は

かなり以FlりからL1.㌔州二侵入していたものと思

われる,㌔ I)三際にはLL.1,-JJ,J各地でJt:育しているの

かもしれないが､ J述のように本棟はナギナ

タカヤとよく似ており､一札したf=けでは識

別がJ本州であるため､ LL過こされている叶能

性がlL:.I)-い

巻別il'lゝ 'I:日日LE.1,,触ttrh'Lfl一月川州1,上ijF二

LrH,I,'i　21(), 196(). 5. 28 (TOYA 1192()),

1,,･,'l=LF.1/K･,lH'Hrr仙川一町家原,大原隆FIJl,ユ998,

5. 22 (TYM).

4.クマミソイチゴツナギ　p,,tl a(,(,Ill"(I

Steud ＼;lr ～′l/NltnlLL/(/√げ〃‖l MaklrlO　イネ

fT

N() /1

富山県新記録｡幹の下部の致節が数珠状に

ふくらむことにより､ミゾイチゴツナキvar.

a(1･OleLLCaとLi別された変種であり(Makin()

1913)､富山県の近隣地城では祐りT-煤(渡辺

1989)､石川県(里見1983)､新潟県(イ川｣

1986)から報告がある｡ノ沖1､対日岬rおよび

冨山市の各1カ所でこのような特徴をもつ開

花期の個体を確認､採集した(FIE.3)oい

ずれの地点も林縁の向揚草地であり､多数の

個体が集団を形成して生育していた｡ミゾイ

チゴツナギは富山県内でも抑H敦や路傍なと

に普通にみられ､富山市科学文化センターの

標本庫に多数の標本が収蔵されているが､ク

マミゾイチゴツナギと同定された標本はなか

ったc Lかし､ミゾイチゴツナギと同定され

た富山県産の標本のうち､富山市杉才i

(TOYA 25580)､西砺波郡福岡町赤丸

(TOYA 20979)､富山県′ト矢部市矢波

(TOYA 24875)で採集された標本は､ illlの

下部数節が明らかに数珠状にふくれており､

明らかに本変種に当たるものと考えらjlる｢.

石山(1986)は､新潟県では本棟が沿海部や

阿賀野川沿いの低海抜地のみに分布すること

を報告しいる｡森(1988)は神奈川県柄物誌

のなかで示した分布榊で､ミゾイチゴツナギ

が丹沢山地や箱根山地の比較的鳥所までプロ

ノトしているのに対し､クマミゾイチゴツナ

ギのプロノトのほとんと'は平野部や紘地とい

った低標高地である｡本LL.I.-でも同様の傾向が

認められるようで､今L･~】｣新たにE'川:を確認し

た2地点､科学文化センター所蔵の標本によ

り分布が明らかになった3地｡山九､ずれも標

高100m以Fの低地であったC/これらはいずれ

も県中西部地域であるが､今後の調凧二より

県東部の低標高地域でも発見される‖]Tf巨i'Tが

高い､

参考標本.富山ri彬チi 80m all (JL:,.]速迫LJJ

り割の南側林内), -jJH道人, 1992. 5. 28

(TOYA 255801: I.F吉日川JJ l;r.1.JIl'1川r､人批li,'f:

明, 1998. 5. 9 (TYM). I.･.L川Jl,(,抽;('HTl;:]･,Tlrい
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111j　卜軌　人広く隆LlJj, 1998. 5, 3 (TYM):

.L:川rl,rIIJJLT砺波郡福岡町赤丸浅井神社20m

alt.,人目道人, 1989.5.23 (TOY▲1 20979):

I,r二川ll).I;,トクJ',1LlhJウニ波80mとIlt.,人目通人,

1993. 6. 1 (TOYA 24875).

5.二コゲヌカキビ　ptJ/7LCELnl l`LnLEgEIZOM

Ell　イネ科

冨n県新記録｡本種は北アメリカ原産の多

祥卓二で､日本では久内(1940)が群馬県の神

Llt牧場から批TI,Jしたのが最初の記録である｡

現在では北fl'Ij道および本州に帰化するとされ

(大井1982a)I I(吉日岬.･の周辺地城では長野県

(I上川一1997)､新潟県(池上･そJJ沢1988)か

ら,言亡録があるが,いずれも生育地は多くはな

いようである｡)本椎は日本のLIJWでみられる

他のキビ属植物とは異なり､同一個体内に頂

fl=.の大きなIIJ碓花序と旅生の短い花序の双方

をつけるのが特徴的であるが､北アメリカに

はこのような特徴を持つ種(DLLhELnrlle/Lum

･7f･J_梶)が多く知られている(Gleason 1952)｡

今回､冨llj県内の八尾町および立山町で採集

したものは､某の下部の節間はL部の節間と

ほぼ同良､葉耳は良さ2-2.5mmの毛から

なり帯状､ ′ト穂の長さは1.8-2.0mm､第

･竜頴が′ト梗塞部をとり巻き､長さは′ト穂長

の1′3以下､植物体全体に毛が多く柴の卜

面にも柔毛が密年.+る等の特徴を確認し､本

稗とtr･】志したっ　なお､本種は種内変異が多

く､いくつかの変種が知られている(Glea-

son 1952)が､今【LIJ県内2カ所で兄いだされ

たものは群や葉鞘､葉の両面に毛が多いもの

の､その先端は顕著な乳頭状ではないことか

ら､アメリカのニュージャージー州からイン

ディアナ州､フロリダ州､テキサス州に分布

するとされる基本変種var lanugLlmumに

該当すると考えられるo八尾町の集rilは上止

め川の種子吹き付けが施された車道の側面で

あり､少数個体が点在していた｡一方､立山

町の集卜即ま林内を切り開いた)歩道の脇で､か

なり多数の個体が牛育していた｡この集団は

71

既に3咋前から確認し､その動rll｣にIHrして

いるが､徐々に個体数､ L1-.fJHl]r不ilミともにIz.11JJ目

してきている｡

参考標本　富山県中新川郡､■IJ川1日.r.:峰,人

原降明, 1998. ll. 27 (TYM) : 'IlJ･.'Hげ.1川.lHn

郡八尾町保内(富山八卦11柁l某日]地L/,)),

橋la誠, 1998. 9. 3 (TYM)

6.ウキヤガラ　scErPu.～ f7ELt,LutEILt (Torr.)

A.Gray　カヤツリグサ科

本椎は日本のほか､北アメリカ､ロシアLlT

海州､韓国､中国､カンボジアに/JjLJlける多

年草であE) (小山1980)､ I.F;弓'[=県の近隣の終

県から報'lBA･ (佐藤･後藤1966. LjりL 1983:

笹川1988,木下1997:福井県柚物榊究会

1997)されているが､特に新潟県およびイ川l

県ではかなl)生育地が多いようである(,一

方､冨山県内では氷見市､ 7;ir‖lrhJ､ :JflH】Flりの

計4地点の標本記録しかなく､そのうちIILlrJ

することが確認されているILl/卜地は氷見Ifl乱

橋池のみであることから､ I,ri-..'山LL.17における絶

滅危倶種として取り扱っている(I,,;..'‖rリ.tJJ(′l-

植物研究会1995)｡角野(1994)の本柿の分

布図にも､本県の標本は1.lLl,ち,jlJlほれてい

ないo　今回本種の生育が新たに確認されたの

は,高岡市の1カ所､新湊市の2カ所､ JtL.11光

町の1カ所の計4カ所であるが､高l,V.]rh-およ

び新湊市の集団はすべて海にほと近い湖･':

地､福光町の集団は山間部の車道Lliいの小1.LIll

地であった｡新湊市の2集Flllはいずれも個体

数が多く､特に久々湊では路傍の排水梢をミ

クリとともに多数の個体が群f.Jdを作っている

状態であったC　これら4矧叶では岡花､紺)三

も確認することができた｡小山(198())は､

北アメリカ産のsubsp. jlu､･JlIlElL.YとアジアJ;a(

のウキヤカラsubsp.lagarEL (Ohwi) T K()y`1-

maでは楠物体各部位の大きさに).'J:があるこ

とを示し､前者の花序は敵棟が3 -5佃の小

穂をつけ､往々小枝を伸ばして複/I-_するのに

対し､後者の花序では放校は普通1榊の小化

しかつけず､たとえ2-3佃の′ト比をつける



Bull 且ot Card Toyama

fIlg　′1工11fl()reSeenCe Of SLtrpu-　fla‖atLlL'f

collected lII ShinmlnatO City, Toyama

Prefecture (TYMl Scaleindicates 1

t､I11_

ものでも小枝をILIJはして棲′L状になることは

まずないと述べている｡今回確認されたもの

はいずれもほとんと､の附tlJ_の大きさはsubsp.

V`LLqE'rtLの範帖に入るが､新湊IfJ一堀岡および高

I.llrlrFIL阿分で帆I,だされたものの中には､撒榎に

3-5佃の小他をつけるものがあり､ ′ト穂に

5 -15mmの柄がありゃや複′1-_状に見えるも

のもrjと人していた(Fl居 `1)t　冨Il仙科学文

化センターのf,dJ三本叶には､ J_述以外に高岡市

の小ク､.I,,THHで1996年に採取された標本

(TOYA 525771が収践されていたが､これ

もJ,･J様の付目L'りかやでhI,flP.･にみられた｡これら

3カ所は､外ll柵iの.LEJ,入りの多い富JJE新港､

lJこ木掛二非',I;;(二近く､外来･のものであるロJ'能

1′Iも′Tめか-が､標本故も少なく詳細な検討

ができか､ため､ /,1,,IlよJlこ適のS'trl桝fTEEHE卜

llIIlとしてlI丈り扱うことにする　いずれにせ

よ､ヰこ仲は川HElrJ)や結ノミ則以外には生育が気

No.4

付かれにくい上に､県内でのF川･_ithの減少が

問題となっている植物の一一つであることか

ら､今後の詳細な調査が必安な柚物のひとつ

である｡

参考標本　富山市旧城止水甲個,進野久JT-.

那, 1970. 5. 30 (TOYA 12177): 'FS.-山Ll.i,新

湊市海竜町,大原隆明, 1998. 6, 14(TYM).

富山県新湊市久々湊,人J別封M, 1998. 6.

14 (TYM):富山県婦負郡掛17町--.L毛ケ池,

古療涼, 1938. -. - (TOYA 36268): '六･;=J

県高岡市イ)(木小矢fJ;FHJU.二JIJ.31. 7km, ､i'･内好

千, 1996. 6. 30 (TOYA 52577) : 'Ft,'LhiL.i高

岡両国分浜, jC原隆明, 1998. 5. 23(TYM):

富l川見小矢部市IjJ.郎丸(国道359桝行線)､大

原隆明, 1998. 8. 31 (TYM),吉日1県西砺波

郡福光町野地池,太Eu道人, 1982.

6. 20 (TOYA 40464, 40465, 40472):富山

県氷見市宮田乱橋池,太m通人, 1995. 6. 9

(TOYA 52132, 52136).富IFJLITL-氷見17日一

町潟,大出通人, 1984. 8. 1 (TOYA 30460):

富山県氷見市十二町潟,人目道人1972. 7.

- (TOYA 48083, 48084)

7.イトテンツキ　Bu/I)()mIEl den5a

(Wal日Hand:Mazz var <･a/ulELTu (Mlq.)

Ohwi　カヤツリグサ朴

富山県新記録｡本変種は､小穂がほとんど

無榎であり､花序が頭状となる,[']Jで必本変種

であるイトハナビテンツキvar denlrLとl刈り

されている(Ohwi1944:ノく)r 1983),,ま

た､ハタカヤB. /)arbfLTa (Rottb.) Kunthに

も似るが､ハタカヤの花鱗片は熱しても錆色

を帯びた炎色であるのに対し､本楯はクロハ

タカヤの別名どおり､紫色からl殿粘色となる

ことで識別できる　日と村ほか1964ト　加えて

ハタカヤの花鱗片の先端は外に川】かって如し､

苦となl)､果実表lfrlが.1′fTli･であるのに刈し,

イトテンツキの花鱗片の肘まE:-にならず､果

実に細.L.j-tがあり不明瞭な波形をつくることで

も識別がF･J能である(ノ(ノ1 1983)これまで

富山県l勺では､本),LJf,ではイトハナヒテンツ



llarぐh　川09 ノJi;t 'Fu:[=lj.l:フロラ･i''川(3-

FiHr 5　A & B: BLE/bo叶.lLS b〟rbaTlL COllected ln ToyamaCity C 良 D B `Jelt､`L Var HLIW

r`Ll(, COllected in Toyama Clty. E & F ･ B denLlEI Var (]ピ′7､`'COllected Ln Fujin()mlyil

CLty, ShlZuOkaPrefecture. A, C & E inflorescences. B D & F. spikelets Scales

Lndicate 2 mm

キ､ハタカヤの幸fi;与はある(大田ほか1983)

もののイトテンノキの/i:_青は知られていなか

つたが､ /rl=l'.FI･.'‖1市で確認､採集した植物で

は､花序および花鱗片が上述のようなイトテ

ンツキの特徴を'l(した(Figs.5, 6)J　この

生育地は神通川河川敷のシハやヤハスソウな

との丈の低い草一本からなる砂質土壌の草地で

あり､致個体-致卜個体からなるパノチ状の

集団をいくつも形成していた｡大井(1982b)

はイトハナヒテンツキは国内では北海道-九

州､イトテンツキは本州中部-琉球に分布す

るとしており､イトテンツキのほうが軌こ片

寄る傾rl,)があるようである｡文献記録として

は福似trrI (福島県植物話術さん委員会1987)

の記録がLTを北であると思われるが､富山県周

辺地域では帳F下県の郡上および揖斐地方に柿

I;rF-するとされる(作藤.後藤19661のが唯一一一

の日収丘であり,北僅地ノ/ではまったく報Fril･が

ない′　Hイこ手刷勿分類エフ'二会(19981は本椎を絶

滅瓜11日Ⅰ鮒二指定し､分布報告のある県を羅

列しているがH本海側の県は含まれていな

い｡また､牧野標本館にはイトテンツキおよ

7:i

Fig. 6. Habit of BLL/bl)LnlIH/(1L～(I Var

(aluTEETtJ in Toyama Clty
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ひイトハナビテンツキの標本が多数収蔵され

ており､調イ｢を子｣つたが日本海側で採集され

たイトテンツキの標本は含まれていなかっ

たし　これらから判断する限りでは､今回の記

録が本変椎の日本海側地域での初記録である

=｣能l/FがlJ:.13いC　なお､イトハナビテンツキも

I.L:川rLE.1JLIr牛鮎と(1983)は県r勺ではこく稀であ

るとし､ 1rl.,'].I;rrJ'の1カ所のみを生育地として

)lJ;けている｡〕 '.･,川hけ科学文化センター標本庫

にも火(,JJJ波耶井波町で1935年に採集された標

本が1 1■川丈戚されているのみで､富山県内で

は(ナ‖卜2 1J所しか/1･_育地が知られていない稀

少'J)k軸),rTである.これら2変種はいずれも接

小でIr :/たないfl明知であるだけに､気付かjt

ないまま絶滅する[.rf]'E性もあり､早急に分布

調介を71なう必lZHJ性があると考えられるo

参JEflll'本.I;･.LlhiJ一萩原(神通川l口川l敷),

JJl;rH:;LIJ)｣, 1998. ll. 3 (TYM).

8.アライドノメクサ　sagJ/7(I PmLLLmben-

1_　ナチシコ什

I,.:HllL,L絹子‖Llf.丘,本種は北半球北部に広く分

イ‥する多IL:-FL,'･で､ t玉】内では1953年に青森frJJに

侵入したものを水!:.5 (1954)が報告したのが

ILIl一初の‖Ll録であり､北川(1982)､大井

(1983)はrLJ森L,[.JH　北海道に帰化するとして

いる′) I,,:.川lLF.1Il)1の低地にも自_/iするツメクサ

S/lLIWfMEL (Sw) Ohwiやハマツメクサ

S.川`'r'mEL ▲l GrZIyは花の濫本数が5で種(A

一f■fL(llAがほぼ1.lTf.溝であるのに対し､本棟は花の

鵜本数が′1 (まれに5)で種子背面が有溝で

あることが大きな特徴である(Mizushima

1960)′ノ　本7.･J3;の分/riのLト｣､であるヨ一口ノバ

には､このような特徴をもつ種が多く耗する

(Cl`lPhZIm & Jardlne 1964)が､今lDj富Lltrff

の3地JlLで探iJtされた柄物はいずれも､花弁

がない､ Il枚のL,lj日は根毛で縁がわずかに口

い､ 1.,.ff:蕊は4本､花柄は熊毛で呆時に曲が

る､某のl ,■'.l''のかまI(部の柴とほぼ同人で先

端が)りい刑lI･lj､になる､化時に,末'養芸がある
`l')の･.F･､をItlr..'LJ.し,アライドノメクサと同',iiL

N(),1

たC /-T･LLl]確認されたものはいずれも､中.迫の

アス77ルトの狭い隙間や街路桝卜の半料地

で生育していたが個体数はそれほと多くはな

く､いずれも遠目には醇頬に見間違えるよう

な′トTFEl.のものであったo橋渡(1997)は､上三

野県では1994年に確認されて以来外地で兄い
ltlされるようになったことを述へ､神Z,三日l

県､静岡L即二も産することを記している｡東

京都､'f_入学牧野標本館には新潟市で1994年に

採集された標本(MAX 275433)も収蔵され

ており､本川Lf｣郎以北で近咋徐々に分イIJ-をIi;

げていることが何える｡富山LETi-rJlでのあきら

かな生育地は現在のところ､ノ沖J発見された

3カ所のみであるが､同様の環境に多いツメ

クサに紛れ見過ごされているL･J能性もある｡

参考標本. 't7J1,-nrif堀川小泉町二L<二,大原降

LlF], 1998. 5. 31 rTYM): I.･;川jrTJJ人郎jL尉l

乱　入rl耶?lTjL 1998. 7. 19 (TYM): I.li.'‖lrri

針T,Sl: LIzFTj惣ノ/i-, )､垢TH:象lyJ, 1998. 12. 23

(TYM1

9.クマツツラ　verbella')HiLLnulL､ L.クマ

ツツラ朴

富山県新一i己鎚C ､Llliil友の会会長であるl三井

真隆氏が富山r汀の骨髄JJJ,川中流域のIrTTllr敷で

発見されたもので､標本を当植物体=二寄畑L

ていただいた　r,,J氏によると､現場は1"lJけ敷

内にある未舗装道の路傍であり､閲化した1

枚のみを確認されたとのことであった/ 1丈柿

は他に紛らわしいものがなく､標本を拙劣亨す

る限りクマソツラとの相違.[.(-.､は比られないの

でここに紬;+.A-するものである0　本種の日本で

の分布はIll形L,I.). 'lr;i'城LE.TI以rhJとされており

(94=山1983) ,イqLTTJ,I,j辺地域では1.1.JF)川r. (池

辺1989)､イJJI川し(叩兄1983)､岐IllLl.㌔日/[一

藤.後藤1966)および良Ff,LE.lt (械l),J l9とミ3)

から記録がある　また､牧野fL1.1ミ本B'r'Z;には新潟

県佐渡島産の標本(MAK 98746)が収蔵さ

れているので仰せて枇;r,--する.'IJ.I)一橋(1997)

のIL-野LJ,)jLE]物.LL, (1997)における..Ll述では本

棟はlBAにULl紬があるものの｣､^'IL.I.紳T･とされ
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たり､川IILl.tでは少ないとされている(里見

1983)なと､本種はこれらの地域でもそれほ

とill.･･Juiなものではないことが伺われる｡今回

常),Wl ]J:‖lで付目,JLJ.されたものは1個体たけであ

ることかLL)､こjLが本来の｢]'F一.d1-かftTかを検

‖寸するlでも､ Jj.T.r勺/1号城での卜Jl様な環境部分

で/Hf朋査を71-なう必要がある

を考標本.川llJ川り(fE.Tj地先(常l,gil.寺川左岸

LLITlll敷), 1<)lAiJli:衣, 1998. 7. 9 (TYM).

10.キヨスミウツボ　phacellELnThLLi lLLbtjt'wL'-

Sltlb et Zucc.ハマウツホ科

I,･.･rlrJLL.lJJt.,脂/i /r一節lhH然文化研究会の本

'Ti　-_リIltが､ 1998Ir-･6日に同会の111行lT,に

光兄されたものであL)､ r那E状Ihlを撮影した
IFj'JlLを､l'rLq'!)のJ/J'1(t包卓に出血Jiされたことによ

[) ､ 1･:川川.lJJlに′卜.[1-Aすることが初めて明らか

とな-'た　本llrltによると､現場はLf一対仕

75

湖に近いIlrl-いや道跡地で､イタトリヤ//スが

目;/二つ草本群.-kLfJとのことであるし　キヨスミ

ウツボは月細く放､花k､ /.rJf LiiLJ主なとの外.I,fJi形

態の多様性が日日され純毛享;･lL:■.A･が多数ある

(久内･木目1928:小JilJ水1935.久l勺19′10:

掛目19471が､本fF氏から`別号.',]された拭ミイこ

(Flg　7)は花土主がやや人きな仙(一群:]ノiLI叫で

35-42mm)を′Jけ以外はこれらとy･ミなる小

は見られないため､本仲とr‖J',上してここにrLI

I,I-するものである′　矧rl (19～う1)の本Wlの分

A欄には､本U.1,ヤイTJHl,(,1.､抑fjr,I.も､上ミuJJJ･Ej.lJL:

部にプロノトがなく､申T･',,lu也ノJ北;,,i;が'JJiイriの

空FL]地域となっているような印象をIjえる｡

しかし実際には､今回の`ELiL.'日日!.しの.jL録のほ

か､石川県(r旦比1961日, 1長町LI.(. (TF:.･i橋

1997)の稚'r7-があり､この地域は'JJL/fJJのJJEE'I

地域ではないー　キヨスミウノホは'.午/ド_柄物

で､アオキ､シナノカキ､ミカエリソウ､ム

ラサキシキ7､クマアジサイなと､が'1'rTH:.とし

て知られている(小LILl/jく1935: l･:.･J'橋1997)

が､津山(19′171はこの桁i~の多様性が本村

の大きな形態変賢性の原川ではないかとJfr_iLirJ

している-　また､核刊にも変1■･三のあることが

報告されている(松浦･ピllJ.[.), 1937)が､ I.r;,

山県産のものでは捕i:_､似f.u_ともに不明であ

り､今後調査を子Jなう必'&-がある一,

参考標本',i:).'[‖L,(,l.一束伽波郡卜､l'-f州り津7手

本谷二_:.91, 1998. 6. 21 (でYM).

ll.オオフタハムブラl)I(JE/EEL lE,r('.～ Walt

アカネ科

富山県新記録｡本椎は北アメリカJi;.J;-(の一

年草で､隣Ll.lIでは石川LIF=州JiJIf地)J (EJり1

1983)､新潟1,.Fl. (池L.イrLj1 1985)､ 4[1.i)トit,lt

(渡辺1989)からの鞭符があるo今川､本秤

が確認さjtた訊｣]市の神通川.lrIlrl政の/卜ff地

は富山空港の消走路と北LIJ.L=日動中道に挟まれ

た砂質土壌のrEl)I;&草地である　クサイやメド

ハギ､昨年報11.-したキハナマノハ二ンンンな

どと混_/-I:.しながら､いくつかのパノチを形成

しており個体数もかなり多い　採ihFT!)には､
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開化llrの　-,rir;個体を除いてほぼ全個体が結実

しており､種J'-がrrx布されていたI6-7日JJ県lJl

での/F.fJtに関してはこれが初の記錨である

が､ I,[.'nrfJ'利･,?:丈化センターの標本庫には､

上長井州蚤氏が1966fl三に下新川郡大沢野町猿合

川で探iJiしたtd,Fi丞(TOYA 35034)が収蔵さ

れており､本相はかなり以前から県Ⅰノ,)に侵入

していたことが寸州りできるハ　なお､人版や東

京l)rtの竹本をもとに本椎の日本への侵入を初

めて批;1.A･したr'JII川(1937)は､これを変種

var .､ピJJfw Fernald et GrlSCOmに'liて､久

IJ.J(1950)もこれを採lHしているが､今fu伯

山IrJ-で祥られた標本では､前川が記している

柴光が刺となる等の特徴がはっきりしなかっ

たため､その後の人井(1983)などの文献と

同様にTZ;義のDL(JEllll Tet･elとして拙うことと

する｡

参省一標本　信LrJLl.lJ,新川郡大沢野町校倉

llJ, kJTL川敏, 1966. 10. 23 (TOYA 3503小.

'F.r･.'[=lh'叔Iiir; (神通川河川敷),大原降

りJ, 1998. ll. 3 (TYM).

終種の標本のraJ'比に便宜を頂いた卜に員貴

な惰雛を),EiL､た'tL;･,'LIlrfl-科学文化センタ一字エ

Liの人目通人氏､ならびに東京都立大学牧野

標本qll.;の邑肘　仁教授､若林_二千男助教授に

深く感謝IfTL Lげます｢またキヨスミウツホ

に関して跨重な情報と標本を提供して頂いた

ILf.L;HlH')然文化IrJF究会の本谷'/-:_男氏､なら

びにクマツソラの帖彬と標本を提供して頂い

た1ミ)lAl■t隆氏にも深く感謝申しl｣ナます｡
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